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  ＜ 写真：第 19 回 よってりゃあ みたけ ～夢いろ街道宿場まつり～ ＞

御嵩小学校 5 年生（平成 25 年度）の作品

乗って残そう、 広見線

※裏表紙の「表紙から」もご覧ください。

【巻頭】9 月 1 日は「防災の日」です！
○特集　乗ってみましょう！ふれあい予約バス（P6)
○平成 27 年度 保育園・幼稚園 入園受付のご案内（P8)
○町の財政事情の公表（P11)
○保健センターだより（P30) ○町長月記（P33)

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 



巻  頭巻  頭

　

大
地
震
で
被
災
し
た
ら
…

◎
最
優
先

　
　

人
命
救
助
・
延
焼
防
止

・�

隣
近
所
の
安
否
を
確
認
し
、
協
力
し
合
っ

て
、
倒
壊
家
屋
や
転
倒
家
具
の
下
敷
き
に

な
っ
た
人
を
救
出
・
救
護
す
る
。

・�
火
の
手
が
上
が
っ
て
い

る
場
合
は
、
消
火
栓
や

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
使
い
、

延
焼
を
防
ぐ
。

◎
避
難
が
必
要
な
と
き

　
　

避
難
所
へ
避
難

・�

避
難
前
に
、電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、

ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
る
。

　

※�

電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
停
電
が
復
旧

し
た
場
合
に
火
災
と
な
る
の
を
防
ぐ
。

・�

自
治
会
の
一
時
避
難
先
で
点
呼
を
と
り
、

安
否
の
確
認
を
す
る
。

・
落
ち
着
い
て
、
正
し
い
情
報
を
得
る
。

土
砂
災
害

◎
最
優
先

　
　

早
め
の
避
難

・�

大
雨
な
ど
に
よ
り
土
砂
災

害
発
生
の
危
険
が
高
ま
っ

た
と
き
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

土
砂
災
害
の
可
能
性
が
あ
る

土
地
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
す
み
や
か
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ

　

な
く
て
も
、
次
の
よ
う
な
異
変
に
気
が

　

つ
い
た
場
合
は
、
直
ち
に
安
全
な
場
所

　

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

★
が
け
崩
れ
の
前
兆

　

・
が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る

　

・
地
下
水
や
湧わ

き
み
ず水
が
止
ま
る

　

・
斜
面
の
ひ
び
割
れ
、
変
形
が
あ
る

　

・
小
石
の
落
下
、
が
け
か
ら
音
が
す
る

★
土
石
流
の
前
兆

　

・
山
鳴
り
が
す
る

　

・
川
の
水
位
が
下
が
る

　

・
川
の
水
が
に
ご
り
、
流
木
が
流
れ
る

★
地
す
べ
り
の
前
兆

　

・
地
表
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

　

・
井
戸
や
沢
の
水
が
に
ご
る

　

・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

　

・
家
や
擁よ

う
へ
き壁
に
亀き

れ
つ裂
が
入
る

　

・
家
、
樹
木
や
電
柱
が
傾

か
た
む
く

地　

震

　　

グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
…

◎
最
優
先

　
　

身
の
安
全
確
保

・�

家
の
な
か
で
は
、
机
の
下
な
ど
に
避
難
す

る
。

・�

外
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
自
動
販
売
機
な

ど
か
ら
離
れ
る
。落
下
物
に
気
を
つ
け
る
。

◎
揺
れ
が
弱
ま
っ
た
ら　

　
　

落
ち
着
い
て
行
動

・��

火
の
元
を
確
認
す
る
。
…
出
火
し
た
場
合

は
、
消
火
器
で
消
火
す
る
。
同
時
に
大
声

で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
び
、
家
族
や
近
所

に
知
ら
せ
る
。
消
せ
な
い
と
思
っ
た
ら
無

理
を
せ
ず
、
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
避
難

す
る
。

・
窓
や
戸
を
開
け
、
出
口
を
確
保
す
る
。

・
家
族
の
安
全
を
確
認
す
る
。

・
非
常
持
出
品
を
手
近
に
用
意
す
る
。

・�

外
へ
出
る
と
き
は
、
瓦

か
わ
ら
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の

落
下
物
に
注
意
す
る
。

９
月
１
日
は

「
防
災
の
日
」
で
す

　
こ
の
機
会
に
も
う
１
度
、
防
災
の
基
本
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

水　

害

　

河
川
・
水
路
が
氾は
ん
ら
ん濫

し
た
ら
…

◎
最
優
先

　
　

早
め
の
避
難

・�

浸
水
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に
早
く
、
浸
水

し
は
じ
め
て
か
ら
で
は
、
逃
げ
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・�「
洪
水
警
報
」
発
表
時
に
は
、
周
囲
の
状

況
や
情
報
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ
た
ら

早
め
に
避
難
す
る
。

　

浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
…

・�

あ
ら
か
じ
め
、
生
活
用
具
を
2
階
な
ど
、

高
い
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
。

・�

浮
き
輪
、
ロ
ー
プ
な
ど
、
避
難
す
る
た
め

の
も
の
を
準
備
す
る
。

　

気
が
つ
い
た
ら
、

浸
水
し
は
じ
め
て
い
た
場
合
は
…

・�

靴
を
履は

い
て
避
難
す
る
。
…
長
靴
は
、
そ

れ
以
上
の
水
位
に
な
っ
た
場
合
に
動
き
に

く
く
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

・�
家
族
は
ロ
ー
プ
な
ど
で
つ
な
ぎ
、
流
さ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
。

・�

水
位
が
低
い
状
態
で
も
、
で
き
れ
ば
、
浮

き
輪
な
ど
を
持
っ
て
避
難
す
る
。

・�

避
難
で
き
な
い
水
位
の
場
合
は
、
高
い
と

こ
ろ
で
助
け
を
待
つ
。

�



総務防災課防災安全係（内線 2206）

風　

害

　

台
風
接
近
の
準
備

・
雨
戸
を
閉
め
る
。

・�

窓
の
外
側
を
板
で
ふ
さ
ぐ
。

で
き
な
い
場
合
は
、
内
側

か
ら
ガ
ラ
ス
に
テ
ー
プ
を

は
り
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め

る
。

　

強
風
中
の
注
意

・
む
や
み
に
外
に
出
な
い
。

・�

強
風
中
の
屋
根
の
補
修
な
ど
は
絶
対
に
し

な
い
。

　

竜
巻
の
場
合

・�

自
分
に
向
か
っ
て
き
て
い
る
場
合
は
、
竜

巻
の
進
行
方
向
に
対
し
て
、
左
右
直
角
の

方
向
（
横
）
に
逃
げ
る
。

・�

逃
げ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
頑

が
ん
じ
ょ
う丈

な
建
物
に

逃
げ
込
み
、
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
離
れ
る
。

災
害
に
対
す
る
備
え

◎
個
人
の
備
え

（
自
助
）

　

完
璧
に
備
え
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
が
、
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
備
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

□
家
屋
の
耐
震
化

　

建
築
基
準
法
で
耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ

た
昭
和
56
年
6
月
よ
り
前
に
建
て
ら
れ
た

家
は
、
耐
震
診
断
を
受
け
、
必
要
な
処
置

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
以
降
に
建
て
ら
れ
た
家
で
も
、
老ろ

う

朽き
ゅ
う化
の
程
度
に
よ
り
、
耐
震
補
強
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
費
用
が
か
か
る
こ

と
で
す
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
備
え
で
す
。

□
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止

　

大
地
震
に
な
る
と
家
具
が
倒
れ
、
下
敷

き
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

部
屋
の
出
口
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
対
策
が
ま
だ
の
家
庭
は
、

寝
室
・
普
段
い
る
部
屋
だ
け
で
も
早
急
に

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
消
火
器
の
設
置

　

初
期
消
火
の
対
策

は
、
消
火
器
の
設
置
で

す
。
設
置
場
所
と
使
い
方
を
日
ご
ろ
か
ら

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
消
火
器
は
、

製
造
か
ら
8
年
が
経
過
す
る
と
機
能
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
8
年
を
目
安
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

□
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

火
災
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
23
年
6
月
か
ら
は
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

□
防
災
行
政
無
線

　

災
害
時
に
は
、
防
災
行
政
無
線
で
情
報

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
停
電
時
で
も
、

電
池
が
有
効
で
あ
れ
ば
受

信
で
き
ま
す
。
定
期
的
な

電
池
交
換
を
お
願
い
し
ま

す
。

□
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
危
険
箇
所
の
近
く
に
お
住
ま
い

の
人
は
、
特
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

危
険
を
感
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

□
非
常
持
出
品

　

と
っ
さ
に
持
ち
出
す
必

要
が
あ
る
も
の
は
、
手
近
に

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

※�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
懐
中
電
灯
・
常
備
薬
・

貴
重
品
な
ど

□
非
常
備
蓄
品

　

7
日
間
は
自
足
で
き
る
量
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

※
非
常
食
・
水
・
生
活
用
品
な
ど

　

緊
急
避
難
す
る
と
き
は
、
無
理
を
し
て

持
ち
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
家
族
で
の
話
し
合
い

　

避
難
所
、
避
難
場
所
の
確
認
や
家
族
で

離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法

の
確
認
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※�

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
の

活
用
方
法
な
ど

◎
地
域
の
備
え

（
共
助
）

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
公
的

な
救
護
や
援
助
は
、
す
ぐ
に
は
全
体
に
行

き
と
ど
き
ま
せ
ん
。
自
治
会
単
位
の
自
主

防
災
組
織
で
備
え
ま
し
ょ
う
。

□
訓
練
の
実
施

　

自
主
防
災
組
織
主
体
で
、
訓
練
を
お
こ

な
い
ま
し
ょ
う
。
自
治
会
で
の
集
会
の
と

き
、
1
時
間
く
ら
い
の
訓
練
で
も
自
主
防

災
力
は
か
な
り
向
上
し
ま
す
。
消
火
器
訓

練
・
消
火
栓
訓
練
・
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
・

心し
ん
ぱ
い
そ
せ
い

肺
蘇
生
法
講
習
・
炊
き
出
し
訓
練
・
安

否
確
認
訓
練
・
防
災
関

係
ビ
デ
オ
視
聴
な
ど
、

繰
り
返
し
の
訓
練
が
有

効
で
す
。

□
資
機
材
な
ど
の
備
蓄

　

自
主
防
災
組
織
で
、
救
出
・
救
援
に
使

う
道
具
、
食
料
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
定
期
的
に
点
検
や
道
具
の
使
用
方

法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
防
災
資
機
材
の

補
助
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
□
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

助
け
合
い
の
心
は
、
普
段
の
ご
近
所
づ

き
合
い
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。、
自
治
会
行
事

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
知
り
合
い
を
増
や
す
こ

と
も
防
災
の
備
え
の
ひ
と
つ
で
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全

係　

担
当
：
生い

こ
ま駒

（
内
線 

２
２
０
６
）

消
火
器

� ほっと みたけ　2014. 9



建設課（内線 2162）・亜炭鉱廃坑対策室（内線 2173）

　

7
月
1

日
（
火
）、

多
治
見
砂

防
国
道
事

務
所
草く

さ
　
の野

愼し
ん
い
ち一
所
長

を
は
じ

め
、
石
垣

副
所
長
ら

５
名
の
課

長
出
席
の

も
と
、
国

の
事
業
状
況
お
よ
び
、
災
害
発
生
時
の
技

術
支
援
（T

テ
ッ
ク

EC

　

F
フ

ォ

ー

ス

O
R
C
E

（
緊
急
災
害
対

策
派
遣
隊
））
に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た
だ

い
た
あ
と
、
町
か
ら
の
要
望
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
洞ほ

ら

地
内
に
あ
る
亜
炭

鉱
廃
坑
調
査
口
を
視
察
し
ま
し
た
。

要
望
の
内
容　

○�

路
面
下
空
洞
調
査
（
国
道
21
号
）
亜
炭

鉱
廃
坑
対
策
の
促
進

○�

国
道
21
号
交
差
点
改
良
事
業
（
大
庭
・

井
尻
・
美
佐
野
の
各
交
差
点
）
の
促
進

○�

国
道
21
号
可
児
御
嵩
バ
イ
パ
ス
信
号
機

設
置
事
業
（
古
屋
敷
）
の
促
進

○�

上
之
郷
（
次
月
）
地
内
降
雨
１
０
０
ミ

リ
規
制
の
早
期
解
除

　

道
路
は
み
な
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
と

て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
大
き
な
国
道
か

ら
細
い
道
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
れ
も
日
常
生
活
を
過
ご
す
う

え
で
欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
身
近
な
道
路
を
維
持
す
る
た

め
に
、
町
が
お
こ
な
っ
て
い
る
取
り
組
み

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
や
県
が
管
理
す
る
河
川
や
道
路
の
安

全
向
上
の
た
め
、
毎
年
、
町
長
が
直
接
要

望
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
望
活
動
は
、
国
や
県
の
機
関
へ

出
向
く
の
で
は
な
く
、
御
嵩
町
へ
お
越
し

い
た
だ
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
や

財
産
を
守
る
べ
く
、
今
後
い
つ
発
生
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
を
念
頭
に
し
た
亜
炭
鉱
廃
坑
に
よ
る
主

要
道
路
の
路ろ

め
ん面

陥か
ん
ぼ
つ没

対た
い
さ
く策

事じ
ぎ
ょ
う業

や
、
豪
雨

災
害
対
策
の
た
め
の
河
川
の
維
持
管
理
及

び
改
修
の
必
要
性
を
説
明
し
た
あ
と
、
直

接
現
地
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
町
議
会
議
長
同
席
の
も
と
、

以
下
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事
務

所
・
御
嵩
町
事
業
調
整
会
議

要
望
の
内
容

1�

河
川
の
改
修
整
備
に
つ
い
て

○
可
児
川
（
治
水
事
業
・
堆た

い

積せ
き

土ど

砂し
ゃ

浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

）

○�

切き
り
き
が
わ

木
川
・
平ひ

ら
し
ば
が
わ

芝
川
・
比ひ

え
が
わ

衣
川
（
改
修
整
備
）

2
道
路
の
改
良
整
備
に
つ
い
て

○
多
治
見
白
川
線
（
緊
急
輸
送
道
路
）

　

・�

亜
炭
鉱
廃
坑
に
よ
る
路
面
陥
没
対
策

事
業
（
大
庭
台
～
古
屋
敷
）

　

・�

ト
ン
ネ
ル
化
に
よ
る
道
路
改
良
・
視し

距き
ょ

改
良
（
大
庭
台
）

　

・�

国
道
21
号
交
差
点
改
良
と
歩
道
設
置

（
大
庭
）

　

・
御
嵩
大
橋
歩
道
整
備
（
古
屋
敷
）

○
恵
那
御
嵩
線
拡か

く
ふ
く幅

改
良(

津
橋)

　

・
法の

り
め
ん面

崩
壊
復
旧
（
美
佐
野
）

　

・
県
道
橋
改
良
（
津
橋
）

○
井
尻
八
百
津
線

　

・
狭

き
ょ
う
し
ょ
う小

区
間
の
拡
幅
改
良
（
谷
・
井
尻
）

○
多
治
見
八
百
津
線
・
御
嵩
犬
山
線

　

・
歩
道
設
置
に
よ
る
視し

き
ょ距

改
良
（
新
町
）

　

・
国
道
21
号
交
差
点
改
良
（
新
町
）

○
御
嵩
可
児
線

　

・�

中
村
大
橋
歩

道
設
置
・
拡

幅
改
良
（
西

屋
敷
）

○
御
嵩
川
辺
線

　

・�

国
道
21
号
交

差
点
改
良
及

び
路
面
陥

没
対
策
調
査

（
高
倉
）

　

　

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

は
、
中
部
圏
域
の
な
か
で
も
「
砂さ

ぼ
う防
」
を

併あ
わ

せ
て
受
け
持
ち
、
国
道
19
号
・
21
号
の

改
築
・
維
持
・
修
繕
・
交
通
対
策
の
ほ
か
、

土
砂
災
害
か
ら
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
木
曽
川
・
庄
内
川
（
岐
阜
県
内

で
は
土
岐
川
）
の
両
水
系
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
主
に
本
町
の
特

殊
事
情
と
な
る
亜
炭
鉱
廃
坑
の
地
下
空
洞

調
査
へ
の
着
手
に
感
謝
を
述
べ
つ
つ
も
、

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対

し
、
想
定
外
は
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
要

望
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

岐
阜
県
可
茂
土
木
事
務
所
・
御
嵩
町

行
政
懇
談
会

　　

6
月
16
日
（
月
）、
可
茂
土
木
事
務
所
の

近こ
ん

藤ど
う

真ま
さ
あ
き章
所
長
を
は
じ
め
、
可
児
副
所
長

な
ど
、
６
名
の
課
長
と
、
岐
阜
県
議
会
の

小お
は
ら原
尚ひ

さ
し議
員
と
村む

ら
か
み上
孝こ

う
し志
議
員
に
も
出
席

い
た
だ
き
、
岐
阜
県
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
次
の

要
望
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
要

望
を
お
こ
な
っ
た
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

建
設
・
防
災
の
窓
か
ら

～
防
災
・
安
全
強
化
の
た
め
に
～

△ ����左から�村上県議会議員と小原県議会議
　 員、近藤所長、町長

▷� �

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
の
草

野
所
長
へ
要
望
書
を
渡
す
渡
邊

町
長

△ ���可茂土木事務所の近藤�所長
　へ要望書を渡す町長

�



建設課（内線 2162）・亜炭鉱廃坑対策室（内線 2173）

　

岐
阜
県
可
茂
土
木
事
務
所
は
、
美
濃
加

茂
市
、
可
児
市
、
加
茂
郡
（
7
町
村
）
及

び
可
児
郡
（
1
町
）
の
2
市
8
町
村
を
管

轄
し
て
い
ま
す
。

　

山
間
地
域
の
過
疎
化
と
高
齢
化
が
進
む

な
か
、
安
全
な
生
活
や
産
業
道
路
の
整
備

と
同
時
に
、
平
成
22
年
度
・
23
年
度
と
２

年
連
続
し
た
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
管
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
に
強
い

道
づ
く
り
を
推
進
す
る
一
方
で
、
洪
水
時

の
警
戒
避
難
に
資
す
る
河
川
情
報
の
提
供
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
な
ど
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
体
制

の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
道
多
治
見
白
川
線

に
お
い
て
亜
炭
鉱
廃
坑
の
地
下
空
洞
調
査

と
地
下
充
填
事
業
に
着
手
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
今
後
は
県
道
多
治
見
八
百
津
線
の
地

下
空
洞
調
査
に
も
着
手
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
感
謝
を
述
べ
る
一
方
、
県
道
の
見

通
し
の
悪
い
部
分
や
交
差
点
の
改
良
を

は
じ
め
、
長
年
の
懸
案
で
あ
る
（
仮
称
）

伊い

ぎ

つ

し

岐
津
志
ト
ン
ネ
ル
が
、
6
月
19
日
（
木
）

に
貫
通
式
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
通

学
す
る
子
ど
も
た

ち
や
、
地
域
の
発

展
に
つ
な
が
る
本

ト
ン
ネ
ル
の
早
期

完
成
を
要
望
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、

岐
阜
県
が

進
め
る
県

道
多
治
見

白
川
線
で

の
「
亜
炭

鉱
廃
坑
に

よ
る
路
面

陥
没
対
策

事
業
」
に

つ
い
て
も

視
察
さ
れ
、

事
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
県
道
は
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道

路
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
御
嵩
町
は
も
と

よ
り
、
周
辺
市
町
村
に
と
っ
て
災
害
時
の

避
難
や
物
資
輸
送
に
必
要
不
可
欠
と
な
る

こ
と
か
ら
、
亜
炭
鉱
廃
坑
に
よ
る
路
面
陥

没
へ
の
予
防
充
填
工
事
着
手
に
対
し
、
感

謝
の
意
を
伝
え
、
更
な
る
事
業
拡
充
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

●�

県
議
会
土
木
委
員
会
に
よ
る
現
地
視
察

　

7
月
29
日
（
火
）、
岐
阜
県
議
会
土
木

委
員
会
（
6
名
）
視
察
の
折
、「
み
た

け
華
ず
し
」
が
昼
食
会
場
と
な
り
、
町

長
、
副
町
長
及
び
町
議
会
副
議
長
が
同

席
の
機
会
を
得
た
こ
と
か
ら
、
住
民
に
よ

る
地
域
お
こ
し
の
一
端
と
し
て
「
み
た
け

華
ず
し
」
の
紹
介
と
、
本
町
で
実
施
さ

れ
る
県
の
土
木
事
業
に
対
す
る
理
解
に

感
謝
を
述
べ
、
さ
ら
な
る
関
心
を
持
っ
て

　

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答
は
、
長
引
く

財
政
難
に
あ
っ
て
い
ず
れ
も
厳
し
い
回
答

と
な
り
ま
し
た
が
、
現
地
を
確
認
す
る
な

か
で
、
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
実
施
で
き
る

内
容
も
あ
る
と
の
お
話
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
県
と
町
の
協
議
を
進
め
、
実

現
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
個
所
か
ら
地
域

の
皆
さ
ん
へ
の
提
案
と
協
議
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

県
知
事
に
よ
る
現
地
視
察

　

7
月
22
日
（
火
）、
町
が
比
衣
地
内
に
お

い
て
進
め
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
亜

炭
鉱
跡
防
災
モ
デ
ル
事
業
（
第
2
期
地
区
）」

の
地
下
空
洞
調
査
を
古ふ

る
た田

肇
は
じ
め

岐
阜
県
知
事

が
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
が
現
在
ま
で

の
調
査
過
程
に
お
い
て
判
明
し
て
い
る
地

下
空
洞
は
非
常
に
浅
い
と
こ
ろ
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
周
辺
住
民
の
生
活
そ
の
も
の
が

危
険
で
不
安

な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
説

明
し
ま
し

た
。

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
土
木
事
業
は
、
国
・
県
事
業
と

の
事
業
調
整
を
お
こ
な
い
な
が
ら
進
め
て

い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
大
切

な
税
金
を
原
資
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
防

災
・
減
災
・
安
全
」
を
念
頭
に
公
益
性
の

高
い
事
項
か
ら
事
業
の
実
現
に
向
け
進
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
事
業
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

交
通
規
制
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

な
か
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：

　

建
設
課

　

担
当
：
伊い

さ

じ
左
次
（
内
線 

２
１
６
２
）

　

亜
炭
鉱
廃
抗
対
策
室

　

担
当
：
鍵か

ぎ
や谷
（
内
線 

２
１
７
３
）

▷� 

古
田
知
事
へ
調
査
状
況    

を
説
明
す
る
町
長

▷ �

県
道
多
治
見
白
川
線
の
現
場
に

立
つ
知
事
と
町
長

▷�

大
庭
台
側
か
ら
見
る
貫

通
し
た
伊
岐
津
志
ト
ン

ネ
ル�

（
仮
称
）

△ 岐阜�県議会土木委員と町長、副町長

� ほっと みたけ　2014. 9



ふれあい予約バス

ふれあい予約バス運行日程

●運行：月曜～金曜日の平日毎日
●運休：�土曜・日曜日、祝日、振休、

年末年始（12/30 ～ 1/3）
●料金：200 円
※�小学生、第一種障がい者及びその介
護者、第二種障がい者は 100円

●回数券：2,000 円（11 枚綴り）
※�「ふれあいバス・ふれあい予約バス・
バス停マップ」がご自宅にない時は、
役場か、4地区公民館で配布していま
す。

　『ふれあい予約バス』・・・。名前は知っているけど使
い方が分からない、予約ってどうやってしたらいいの？
といったみなさんの疑問や不安にお答えして、今回は、
ふれあい予約バスの予約方法や、乗り方についてくわし
く紹介します。

★
ふ
れ
あ
い
バ
ス
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．�

毎
回
電
話
を
か
け
る
ん
で
す
か
？

Ａ
．�

は
い
。
毎
回
予
約
の
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
行
き
と
帰
り
の
便
を
一
緒
に
予
約
し
た

り
、
行
き
の
車
中
で
帰
り
の
便
の
予
約
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。

Ｑ
．�

上
之
郷
地
区
か
ら
伏
見
方
面
へ
行
く
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

Ａ
．�

は
い
、で
き
ま
す
。
名
鉄
御
嵩
駅
、中
公
民
館
、

ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
、
バ
ロ
ー
御
嵩
店
、
町
役

場
の
バ
ス
停
な
ど
は
他
の
路
線
に
乗
り
継
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
転
手
か
ら
「
乗
継
券
」

を
受
け
取
り
、
乗
り
換
え
た
新
し
い
運
転
手

に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
か
み
の
ご

う
線
か
ら
、
ふ
し
み
線
に
乗
り
換
え
た
場
合

  片 道
200 円 !!御嵩町ふれあい予約バス　マグネットサイン

③バス停で待ちます

　�予約した時刻が近づいた
ら、時間に余裕を持って
バス停へ向かい、バス停
でお待ちください。

③

早く来ない
かなぁ・・・
早く来ない
かなぁ・・・

①電話で予約します
　前日から、当日の利用し
　たい便が出発する 30 分
　前まで予約ができます。

①
役場バス停か
らラスパまで
行きたいんです
けど・・

伝えることは・・
・氏名
・乗るバス停
・降りるバス停
・乗りたい時間
・人数  など

②

②時刻の確認をします
　乗るバス停に車が到着
　するおおよその時刻を
　お伝えしますので確認
　してください。

お電話ありがとう
ございます。
○時○分までに、
△△バス停へお越  
しくださいね。

企画課企画調整（内線 2226）

�



★ふれあい予約バス （かみのごう線 ・
 　ふしみ線） の予約方法は ・ ・ ・

　ご利用になりたい便が出発する 30
分前までに、電話で予約してください。
【予約先】　☎ （0574） 60-2011

　受付時間 : 午前 7時～午後 5時

■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：早
はやかわ

川（内線 2226）

ふれあい予約バス
わたしたちも利用
しています！

企画課企画調整係（内線 2226）

今
いまい

井かず子
こ

さん（高倉）

　家の近くにバス停ができて、本当に
便利になりました。
　2～ 3年前はふれあい予約バスがな
かったので、タクシーであっと訪夢ま
で行くこともありました。それが、今は、
電話一本で近くのバス停まで車が来て
くれるのでありがたいです。料金的に
もすごく助かってます。

渡
わたなべ

邉倭
しず こ

子さん（春日町）

　4月からバス停が近くなって、バス
停まで歩く距離が短くなりました。予
約も 30 分前までにすればいいのがあ
りがたいです。電話して、準備して歩
いていけばちょうどいい時間になるの
で待たなくてすみます。知らない人も
多いので、みなさんにももっと乗って
もらえるといいと思います。

若
わかお

尾八
や え こ

重子さん　（南町）

　使い方がわからないと言われる人も
あるけど、一回利用してみるととって
も便利ですよ。
　私は、あっと訪夢を利用する時だけ
ではなく、ラスパで買い物をするにも
ふれあい予約バスを利用して行ってい
ます。家族がいそがしくて送迎を頼み
にくいという時でも、電話一本で近く
まで来てくれるのがありがたいです。

は
、
ふ
し
み
線
は
乗
継
券
を
使
っ
て
無
料
で

乗
る
こ
と
が
で
き
、
片
道
２
０
０
円
以
外
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．�

ど
こ
の
バ
ス
停
で
乗
っ
た
ら
よ
い
か
、
わ
か

り
ま
せ
ん
。

Ａ
．�

4
月
に
各
戸
配
布
し
た
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・

ふ
れ
あ
い
予
約
バ
ス
・
バ
ス
停
マ
ッ
プ
」
で

ご
自
宅
か
ら
一
番
近
い
バ
ス
停
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

Ｑ
．�

時
刻
表
の
見
方
が
分
か
ら
な
く
て
・
・
・

Ａ
．�

時
刻
表
を
見
て
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
場
合

は
、
企
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
乗
る
バ
ス
停
と
降
り

る
バ
ス
停
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
な

お
具
体
的
に
説
明
で
き
ま
す
。
乗
っ
て
み
た

い
な
、
で
も
難
し
そ
う
と
思
っ
た
人
も
、
ま

ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

乗って

みましょう！

④�予約バス車が来ます

　予約したバス停に車両（タ
　クシー車両）が到着します。
　ふれあい予約バスのマーク
　が目印です。

④

よろしくお願い
します。

このマークが
目印➡

渡
わたなべ

邉倭
しず こ

子さん 今
いまい

井かず子さん 若
わかお

尾八
や え こ

重子さん

みなさんもぜひ、ご利用ください！
▲ ▲▲

♥あっと訪ほう夢む利用者のみ
なさん

 ⑤�目的地に到着！

　降りるバス停まで運行しま
　す。料金お一人 200 円を運
　転手にお支払いください。

⑤

今日はラスパへ
行きました！

とっても簡単で便利
ですよ！今利用して
いるみなさんは、ぜ
ひ他の人の先生と
なって教えてあげて 
くださいね！

� ほっと みたけ　2014. 9



受付期間 受付場所
各保育園 10月 9日（木）～ 31日（金） 福祉課児童福祉係・各保育園

みたけ幼稚園 9月 18日（木）～　※定員になり次第締切 みたけ幼稚園

　町内の各保育園・幼稚園では、平成 27年 4月からの入園を希望するお子さんの
入園受付を次の日程でおこないます。入園希望児の保護者は、入園申込書に必要事
項を記入のうえ、申し込み手続きをしてください。

■�申込先／問い合わせ :
　◎福祉課児童福祉係（内線 2113）
　◎上之郷保育園（公）　☎ 67-2322
　◎御 嵩 保 育 園（私）　☎ 67-2323
　◎中 保 育 園（公）　☎ 67-2324
　◎伏 見 保 育 園（公）　☎ 67-2325
　◎みたけ幼稚園（私）　☎ 67-4888

平成 27 年度

保育園 ・ 幼稚園　入園受付のご案内

★ 保育園入園の要件 ★
　保育園に入園できるお子さんは、0歳（6か月）
～ 5歳までの乳幼児で、保護者が次のいずれかの
要件に該当する場合に限ります。

　＜保護者の要件＞
　①月に一定時間以上の仕事をしている
　②�妊娠中または出産の後（その期間のみ）
　③本人の疾病や入院
　④家族の看護中　など

★ 保育園入園説明会 ★
　平成 27 年度からの保育園の入園受付にあた
り、入園説明会を開催します。入園に関してのご
相談などがありましたら、この機会をご利用くだ
さい（託児あり）。
　　●日時：10 月 9日（木）　午前 10時〜
　　●場所：ぽっぽかん
※�入園を希望される人は、印鑑を持参してください。

★ 体験入園 ・ 見学 ★
　平成 27年度入園予定のお子さんを対象に、保
育園・幼稚園の様子を見学したり、体験したり、
相談などにお答えします。体験入園・見学をして、
入園の参考にしてください。ぜひ、
親子で遊びに来てくださいね！
　【各保育園】
　　●日時：10 月 10日（金）
　　 午前 10時〜午前 11時
　　●場所：各保育園でおこないます。

　【みたけ幼稚園】
　　★�見学会は、随時受付をしています。希望日

をご連絡ください。

★ 保育園特別保育 ★
◇未満児保育 … 生後 6か月から保育
　　　　　　　　（3歳未満児）
◇障がい児保育 … 障がいのあるお子さんを保育
◇延長保育 … 御嵩保育園・中保育園で実施
　　　　　　 （午前 7時〜午後 7時）
◇�長時間保育 … 全保育園で実施

（午前 7時 30分〜午後 6時 30分）
◇土曜日保育 … 御嵩保育園・中保育園で実施
　　　　　　　 （午前 8時〜午後 4時）
　　　　　　　  ※全園児対象
◇休日・一時保育 … 御嵩保育園で実施
※�延長保育や長時間保育、土曜日保育を希望され
る場合は、申請が必要です。

★ 幼稚園特別保育 ★
◇預り保育 … みたけ幼稚園で実施

（午前 7時 45分〜午後 5時 30分）

※入園申込書は、保育園については福祉課児童福祉係・各保育園、幼稚園についてはみたけ幼稚園にあります。

福祉課児童福祉係（内線 2113）

�



 「よってりゃあ みたけ」で電気自動車をＰＲしました

総

　町内の企業・事業所が実施するCO ₂削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

昭和 19年に富士窯
ようぎょう

業株式会社として埼玉県浦和市に設立、昭和 39年に御嵩町工業誘致の第 1号として御
嵩町に進出しました。平成元年には、「ＮＧＫアドレック株式会社」に社名を変更し現在に至ります。平成 10
年に ISO14001 を取得し、平成 15年 7月に御嵩町と「環境の保全と創造に関する協定」を提携しています。
　従業員は、現在 230名程で、高級耐火物メーカーとして、セラミックス製品を製造、販売しています。

■環境方針
　『より良い社会環境に資する商品を提供し、新しい価値を創造する。』ことを企業理念としています。次世代の
快適環境をつくるため、環境配慮型製品拡大などの事業活動を通じて地球環境問題に貢献していきます。

■行動方針
�　開発・製造・サービス活動と製品において資源の活用と公害防止および
廃棄物問題の環境への影響を評価し、必要な対策の継続的な改善と予防を
実施しています。
１．省資源、リサイクルとその製品の拡大により産業廃棄物の削減を図る。
２．省エネの推進によりCO ₂ガス発生量を抑制する。
３．環境管理体制を充実し、環境目的および目標を定期的に見直しする。
４．環境の法的要求事項及び組織が同意するその他の要求事項を順守する。
５．全従業員の環境への意識向上を図るため、教育・広報活動を行う。
６．環境方針は公開する。

■温室効果ガス削減への取り組み
　過去には、ＬＰＧを燃料とする大型焼成窯に、最新鋭の省エネバーナーを設置し、大きな省エネ効果を出しま
した。節電では空調温度の管理、休憩時間や不要照明の消灯などの省エネパトロー
ル活動を推進しました。その結果、2012 年度比でCO ₂排出量は 12.5％削減しま
した。また、非

ひ

鉄
てつ

溶
よう

融
ゆう

金
きん

属
ぞく

、煤
ばいえん

煙及び飲料用濾
ろ か

過材と下水水処理用多
た

孔
こう

体
たい

など環境
へ配慮した製品を製造し、環境浄化とリサイクルに貢献しています。

■自治会の環境美化活動への協力
　毎年国道沿いの花壇に、町より支給されたベゴニア、マリーゴールド、サルビア
の苗 350 株を職員が植え付け作業をしています。また、会社周辺の美佐野地区の
草刈りも実施し、環境の美化活動へ貢献しています。

環境モデル都市推進室（内線 2232）
シリーズ　

環境モデル都市の取り組み ⑥

■�問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：可
か に

児（内線 2232）

　ＮＧＫアドレック（株）

　８月２日（土）に開催された「よってりゃあ みたけで」で、環境モデル都市として電気自動車の使いかたを
ＰＲしました。今回は、電気自動車の電気を活用し、プロジェクターを使用し
空間と映像を合成する新しい演出方法として注目を集める「プロジェクション
マッピング」をおこないました。また、電気自動車の電気で扇風機を回し、来
場者に涼

りょう

を提供しました。
　ほかにも役場壁面の「グリーンカーテン」で収穫したゴーヤを配布したり、
環境モデル都市を紹介するパネル展示をおこないました。今後も様々な機会を
とらえ、環境モデル都市の取り組みを紹介する予定です。

▲ �草刈の様子

　町内事業所の環境活動を紹介します

▲� �花の植え付け風景

� ほっと みたけ　2014. 9



福祉課社会福祉係（内線 2121）

受給者証

　

夜
間
や
日
曜
日
、
公
民
館
で
も
更
新
手

続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

手
続
き
の
み
の
受
付
窓
口
で
す
）。

【
夜
間
窓
口
】

　

○�

日
程
：
9
月
18
日
（
木
）
／
25
日
（
木
）

　

○
時
間
：
午
後
5
時
～
午
後
8
時

　

○
場
所
：
福
祉
課

【
日
曜
窓
口
】

　

○
日
程
：
9
月
28
日
（
日
）

　

○
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

○
場
所
：
福
祉
課

◎
福
祉
医
療
と
は
…

　

重
度
心
身
障
害
者
、
乳
幼
児
、
母
子

家
庭
等
、
父
子
家
庭
の
保
健
の
向
上
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
医
療
費
助
成
事
業
で

す
。
市
町
村
が
医
療
費
（
法
定
自
己
負

担
額
な
ど
）
を
助
成
し
た
場
合
に
、
県

か
ら
市
町
村
に
対
し
、
一
部
補
助
金
を

受
け
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
井い

の
う
え上
（
内
線 

２
１
２
１
）

ご
注
意
を
!!

　

身
体
障
害
者
手
帳
4
級
所
持
者
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
度
の
課
税
状
況
に

よ
り
、
福
祉
医
療
の
対
象
外
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
4
級
所
持

者
の
な
か
で
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別
項

症
～
第
4
項
症
）
を
お
持
ち
の
人
は
、

福
祉
医
療
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
外
に
な
っ
た
場
合
は
、
障
害
者

手
帳
の
等
級
が
上
が
る
な
ど
特
別
の
事

情
の
な
い
限
り
、
福
祉
医
療
を
今
後
1

年
（
平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
）
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
、平
成
26
年
9
月
30
日
（
火
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
10
日

（
水
）
～
30
日

（
火
）
ま
で

に
、
福
祉
課
で
更
新
手
続
き
を
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

●�

更
新
対
象
：
重
度
心
身
障
害
者
、
母
子

家
庭
等
、
父
子
家
庭

●
更
新
時
に
必
要
な
も
の
：

　

◎
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

　

◎�

保
険
証
（
受
給
資
格
者
の
名
前
が
入
っ

た
も
の
。
母
子
家
庭
等
、
父
子
家
庭

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
親
・
子

そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
）

　

◎�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
重
度
心

身
障
害
の
人
の
み
）

　

◎�

平
成
26
年
度
課
税
証
明
書
（
平
成
26

年
1
月
1
日
現
在
、
御
嵩
町
に
住
所

が
な
い
人
の
み
）

必
ず
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

　
　

9
月
30
日

（
火
）
ま
で
に

更
新
手
続
き 

を
お
願
い
し
ま
す
！　
　

【
公
民
館
窓
口
】

� �
詳
細
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
人
に

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

伏
見
地
区
に

お
住
ま
い
の

人 中
地
区
に
お

住
ま
い
の
人

上
之
郷
地
区

に
お
住
ま
い

の
人 対

象
者

 

伏
見
公
民
館

 

9
月
26
日
（
金
）

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

中
公
民
館

 

9
月
25
日
（
木
）

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

上
之
郷
公
民
館

 

9
月
24
日
（
水
）

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
所
／
日
時

10



総務防災課財政係（内線 2213）・農林課農業振興係（内線 2163）

　

財
政
事
情
の
公
表
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
に
町
の
財
政
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、年
2
回
（
2
月
・
8
月
）、お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
公
表
資
料
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
本
庁
舎
お
よ
び
上
之
郷
・
中
・

伏
見
の
各
出
張
所
の
掲
示
板
で
閲え

つ
ら
ん覧

す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
な
か
か
ら
、
基
金
の
状
況

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

基
金
と
は
…

　

町
の
財
政
運
営
を
計
画
的
に
お
こ
な
っ

た
り
、
福
祉
や
教
育
な
ど
の
特
定
の
目
的

の
た
め
に
資
金
を
積
み
立
て
る
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
家
計
に
お
け
る
預
貯
金
に
相
当

す
る
も
の
で
す
。

　

積
み
立
て
ら
れ
た
資
金
や
そ
の
運
用
利

息
を
様
々
な
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し

て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附
の

受
け
皿
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
残
高
の
推
移

　

下
の
グ
ラ
フ
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
の
10
年
間
に
お
け
る
基

金
残
高
の
推
移
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
財
政
調
整
基
金

　

ま
ず
、
財
政
調
整
基
金
は
、
経
済
状
況

の
変
動
に
よ
る
税
収
の
減
少
や
、
災
害
の

発
生
等
に
よ
る
不
測
の
支
出
に
備
え
て
積

み
立
て
る
基
金
で
す
。

　

毎
年
、
積
極
的
に
積
み
立
て
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
残
高
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

町
の
財
政
事
情
の
公
表

★
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

◇ 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て 

◇

　

農
業
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な

ど
の
理
由
で
農
作
業
が
で
き
ず
、
雑
草

の
生
い
茂
っ
た
農
地
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
御
嵩
町
農
業
委
員
会
で
は
、

毎
年
9
月
～
11
月
に
か
け
て
、
遊
休
農

地
な
ど
の
実
態
把は

あ
く握

（
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
）
を
お
こ
な
い
ま
す
。
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、
農
業
委
員
が
「
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
中
」
と
い
う
マ
グ
ネ
ッ
ト
板
を

貼
っ
た
車
で
町
内
の
遊
休
農
地
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

農
地
は
、
耕
作
な
ど
の
管
理
が
さ
れ

ず
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
害
虫
や

火
災
の
発
生
源
と
な
り
、
生
活
環
境
を

著い
ち
じ
るし

く
損そ

こ

な
い
ま
す
。
付
近
の
農
地
お

よ
び
住
民
に
大
き
な
迷
惑
を
及
ぼ
し
ま

す
の
で
、
定
期
的
に
除
草
を
す
る
な
ど
、

適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

有
料
で
す
が
、
除
草
に
つ
い
て
は
、

御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
業
者
に
お
願
い
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
☎ 

６
７
‐
６
３
３
９
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
農
業
委
員
会

事
務
局
（
農
林
課
農
業
振
興
係
内
）

　

担
当
：
秋あ

き
も
と元

（
内
線 

２
１
６
３
）

◆
減
債
基
金

　

減
債
基
金
は
、
町
の
借
金
の
返
済
な
ど

に
備
え
て
積
み
立
て
る
基
金
で
す
。

　

過
去
に
借
り
入
れ
た
高
利
率
の
借
金
に

つ
い
て
、
返
済
を
お
こ
な
う
と
き
に
基
金

を
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
高
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆
特
定
目
的
基
金

　

特
定
目
的
基
金
は
、
福
祉
や
教
育
、
町

の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
な
ど
の
た
め
に

積
み
立
て
る
基
金
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
老
朽
化
し
た
庁
舎

の
整
備
に
備
え
、
新
た
に
庁
舎
整
備
基
金

を
設
け
、
２
億
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

★�

基
金
の
残
高
は
、
平
成
16
年
度
以
降
、

最
大
の
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
る

「
財
政
事
情
の
公
表
」
で
は
、
特
定
目
的
基

金
の
内
訳
の
ほ
か
、
予
算
や
決
算
な
ど
、

様
々
な
財
政
の
状
況
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
財
政
係

　

担
当
：
佐さ

と
う藤

（
内
線
２
２
１
３
）

財政調整基金 減債基金 特定目的基金

0

■ 財政調整基金　■ 減債基金　■ 特定目的基金
(特別会計の基金・土地開発基金は除く )

Ｈ16 Ｈ19Ｈ18Ｈ17 Ｈ21Ｈ20 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

5

  10

  15

  25

  20

7.66.6

3.2
2.9

4.8

3.3
3.8

3.4

6.2

8.7

3.4

5.5

7.3
5.6

4.8
5.4

5.5
5.9

12.1

4.5
4.7

8.5

1.9

5.7
1.2

5.6 7.95.5 11.0
1.2

基金残高の推移
（単位：億円）
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　10月 1日からごみ袋の料金が値上げされることに伴い、2歳未満の乳幼児や、要介護の認定を受け、紙おむ

つなどを使用している在宅の人などを対象に、可燃ごみ処理手数料を一部減免します。

　対象者には、申請に基づいて『可燃ごみ袋大」を 1か月あたり 4枚支給いたします。

■可燃ごみ袋支給の対象となる人や、支給を受けられる期間は・・・

可燃ごみ袋支給の対象となる人 支給を受けられる期間 申請するときに必要なもの

２歳未満の乳幼児 申請月から 2歳の誕生月まで
①�母子健康手帳、健康保険証、乳幼児
　医療受給者証のいずれか
②印鑑

要介護の認定を受け、紙おむつなど
（※注 1）を使用している在宅の人

申請月から翌年の 3月まで
※ 4月以降は再度申請が必要と
　なります。

①介護保険証
②印鑑

排尿や排便機能の障害のため日常生活
用具給付事業で収尿器、ストマ用装具、
紙おむつなど（※注 2）の支給を受け
ている在宅の人

申請月から翌年の 3月まで
※ 4月以降は再度申請が必要と
　なります。

① �26 年度中に役場から発行を受けた
日常生活用具給付決定通知書

②印鑑

※注 1　紙おむつなどは、紙おむつ、リハビリパンツ、敷きパッドをいいます。
※注 2　紙おむつなどは、紙おむつ、洗腸用具、サラシ・ガーゼ等の衛生用品をいいます。

★申請方法は・・・
●申請期間：10 月 1日（水）～

●申請方法・申請場所：�役場住民環境課及び上之郷・中・伏見出張所にある用紙に記入して提出してください。

申請用紙は町ホームページからもダウンロードできます。
　※�申請は、世帯主のほか同居の家族でおこなってください。要介護認定を受けている人は、ケアマネージャー
による代行申請もできます。

　※ �2 歳未満の乳幼児が二人以上いる場合は、それぞれのお子さんの名前で申請書を提出してください。

◆◇ 10 月からの不燃ごみ袋の
　　　　　　　　　　　　　出しかたについて◆◇

　10月から、不燃ごみ（金物類、ガラス類、陶磁器類）を

出す袋が「不燃ごみ専用袋」に変わります。
　ごみ出しする不燃ごみの種類によって袋を使い分けてくだ
さい。（不燃ごみ専用袋の当てはまる種類に〇を付けます）

　例えば、金物類を出すときは、金物類に〇を付けます。

※ �1 つの袋に金物類、ガラス類、陶磁器類を混入しないで
ください。

◆�可燃ごみ処理手数料の減免申請や不燃ごみの出しかたにつ
いての詳しいことは、下記担当までお問い合わせください。

■問い合わせ：住民環境課環境整備係　担当：水
みずの

野・小
お ぎ そ

木曽
　（内線 2124・2125）

町の可燃ごみ袋を減免対象者に配布します

自治会名
Area

氏名
Name

金物類 ガラス類 陶磁器類
いずれかに○を
つけて出してく
ださい。

　　　　　家　庭　系

　　不燃ごみ専用袋大

　　　　　御　嵩　町

家庭系不燃ごみ専用袋の表示の一部

住民環境課環境整備係（内線 2124・2125）
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

■�問い合わせ：地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係内）　担当：神
かんだ

田（内線 2172）　FAX 67-1875

介護予防に！

　ワンポイント体操

②
⑦ ⑧③④

　自宅でできる体操を教えて欲しいというご要望をいただき、体操教室の
先生がよくおこなう体操をまとめました。
　普段から毎日少しずつ筋肉を動かしきたえることで、介護予防につながっ
ていきます。ぜひ、このページを壁などに貼って、無理のない範囲で、毎
日少しずつ運動をおこなってみてください。
　体操の写真のモデルは、みたけ健康館をご利用していただいているみな
さん、スタッフにご協力をいただきました。ありがとうございました。

地域包括支援

センター
（高齢者なんでも相談窓口）

★ひざの痛みを予防する体操

③�椅
い す

子に座って、片脚を
まっすぐ伸ばした状態
からゆっくり上にあ
げ、5つ数えます。両
脚交互に 10 回繰り返
しましょう。

④�軽く曲げた両ひざの間に
ボールや座布団をはさみ、
内側に力を入れてゆっくり
5つ数えます。これを 10
回繰り返します。ひざの内
側が痛む場合は、ひざに当
たらないようにボールを太
ももの方へずらしてくださ
い。

③ ④

★転倒を予防する体操
　（足のつま先を引き上げて歩きましょう）

①�ひざを伸ばしたま
ま、かかとを上げ下
げし、つま先立ちの
状態から、戻します。
20回～30回くらい
おこないましょう。

②�ひざの上に手を乗せ、
足のつま先を上げ下
げ しま す。20 回 ～
30 回くらいおこない
ましょう。

①

②

★おなかまわりのストレッチ

　　ネコのあくび
⑤�両手両足をついて四つ
んばいになり、頭を下
げてお尻を高く上げ、
背中を反らします。肩
やおなかを伸ばして 5
つ数えます。ねこの伸
びに似たポーズです。

　　背筋運動
⑥�仰

あお

向け寝転がって両ひ
ざを立て、その状態か
らお尻を高く上げ、下
腹とお尻に力を入れま
す。そのまま５つ数え
ます。

  　両膝かかえ
⑦�仰向けで寝転がった状
態からひざを上げ、両
手でひざを抱えます。
ひざをお腹に近づけて
太ももと腰の筋肉を伸
ばしましょう。そのま
ま５つ数えます。

　　腰ひねり
⑧�仰向けで両肩を床につ
けた状態で片側のひざ
を曲げ、ゆっくりと逆
側に倒して気持ちのよ
い所まで腰をねじりま
す。左右交互に 5 秒ず
つ繰り返しましょう。

⑤ ⑥ ⑦

⑧

13 ほっと みたけ　2014. 9



上下水道課下水道係（内線 2139）・企画課企画調整係（内線 2227）

御嵩町男女共同参画懇話会

自分らしさを
実現できる町

　バブル崩壊後、既婚女性の約半数が就
しゅうろう

労につき、
共働き家族が増加し、女性の社会進出の傾向が近
年一段と進んだ。しかし、家事の負担は依然とし
て妻、女性に集中している。若干は改善されてき
ているが、依然、女性の負担は大きい。
　それは、男性の仕事主義と仕事が多忙なためと
思うが、日本の長年の男女の役割観によるものと
思う。男性は仕事、女性は家事・育児との役割観
で「固定的な性別役割分業」意識が浸

しんとう

透して、社
会規範となり、あらゆる社会活動のベースとなっ
てきた。
　しかし、経済的理由により女性が社会進出する
と、この種の価値観では通用しなく、弊

へいがい

害を招く
のみのである。男性側も今後就労時間に対する考
え方を変える必要があるし、行政、経営者も女

性が働きやすい環境を整備したり、支援を十分お
こなうことが要求される。他方、社会の核である
家庭、家族間で家事・育児の分担、協力、手助け
について十分話し合い協議することが重要だと思
う。
　家族という小単位内で日常の出来事を含め話し
合い、議論する事により古い価値観を破り、みな
で家族内の役割、参加、協力の意識を高めること
が第一歩だと思う。21世紀は女性の世紀と言わ
れて、男女間の役割観の変化を前提として、女性
の特性を発揮する社会進出はより一層社会の発展
に貢献するものと期待します。
　　　　　　　　　　　　井

いはら

原　雅
まさかど

門（新町）
■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：川

かわかみ

上
　（内線 2227）

「家族間の話し合いの充実により、男女の役割観の変化に期待」

� 

公
共
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

　

公
共
下
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
営
む
た
め
に
、
重
要
な
施
設
で
す
。

　

そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
清

潔
な
町
「
み
た
け
」
を
次
世
代
に
残
す
た

め
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
、
生
活

に
密
着
し
た
水
路
や
河
川
、
さ
ら
に
は
海

な
ど
の
水
質
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
今
年
３
月
末
現
在
、
公
共
下
水

道
が
使
用
可
能
な
区
域
内
の
全
世
帯
の
う

ち
、
約
８
割
の
世
帯
が
下
水
道
に
接
続
し

て
い
ま
す
。（
表
1
参
照
）

平成
24年度末

平成
25年度末 増減

処理区域内
世帯数

4,560 世帯 4,667 世帯 +107

処理区域内
水洗化世帯数

3,756 世帯 3,842 世帯 +86

表 1　下水道の整備状況と
水洗化状況

★
9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す

下
水
道
へ
の
接
続
は
3
年
以
内
に
！

　

公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
な
地
域
に
住

居
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
、「
下
水
道
法
」

に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎�

汲く

み
取
り
ト
イ
レ
の
人
は
、
使
用
開
始

（
供
用
開
始
）
か
ら
3
年
以
内
に
水
洗
ト

イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と

◎�

そ
の
他
の
ト
イ
レ
（
単
独
処
理
浄
化
槽

な
ど
を
設
置
し
て
い
る
人
）
は
、
使
用

開
始
後
、
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　

使
用
開
始
日
（
供
用
開
始
日
）
か
ら
3

年
以
内
に
こ
れ
ら
の
工
事
を
施
工
す
る
場

合
、
資
金
の
融ゆ

う
し資
斡あ

っ
せ
ん旋
と
、
そ
の
融
資
の

利
子
を
補
給
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
上

下
水
道
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
排
水
設
備
工
事
は
指
定
店
で

　

各
家
庭
の
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
た
排
水

設
備
は
、
み
な
さ
ん
で
維
持
管
理
を
お
こ

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
一
定
の
資
格
を
持

ち
、
万
一
の
排
水
設
備
ト
ラ
ブ
ル
に
も
適

切
に
対
応
で
き
る
「
下
水
道
工
事
指
定
店
」

に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
上
下
水
道
課
下
水
道
係

　

担
当
：
伊い

さ

じ
佐
治
（
内
線 

２
１
３
９
）

　地域一帯の生活環境の向
上のため、一日も早い接続を
　お願いします。
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農林課農業振興係（内線 2163）・保健センター（内線 2191）

地区名    氏　    名 担　　当　　地　　区　　　

上之郷

　小
お

倉
ぐら

　繁
しげる

　 井尻・平・川南・北切・谷

　福
ふく

嶋
しま

　壽
ひさ

雄
お 宿・前沢・津橋・美佐野・次月

　林
はやし

　　茂
しげる

　 謡坂・大久後・小原・西洞・綱木（小和沢）

　浅
あさ

野
の

　由
ゆ

紀
き 上之郷地区の総括

御嵩
　安

あん

藤
どう

　繁
しげ

彦
ひこ 城町・上町・若松町・昭和町・元町・木の下

　青
あお

木
き

　修
おさむ

　 送木・長岡・栢森・若宮・愛宕・中本町

○可
か

兒
に

　完
かん

治
じ 御嵩地区の総括

中

　安
あん

藤
どう

　弘
ひろ

文
ふみ 西之門・南町・十日市場・西屋敷・春日町・南山

　田
た

中
なか

　浩
こう

二
じ 北屋敷・大庭・長瀬・新木野

　水
みず

口
ぐち

　照
てる

雄
お （大字）顔戸・（大字）古屋敷・尼ヶ池

　中
なか

川
がわ

　喜
き え こ

栄子 中地区の総括

伏見
　奥

おくむら

村　幸
ゆきみ

美 （大字）比衣・山田・高倉・中町・東町

　鍵
かぎや

谷　道
みちたか

隆 （大字）上恵土・西本町・西町・旭町・野崎

◎伏
ふせ

屋
や

　光
みつ

幸
ゆき 伏見地区の総括

　鍵
かぎや

谷　幸
ゆき

男
お めぐみの農業協同組合からの推薦

　農業委員会の委員15名が決まりました。任期は、平成26年7月20日～平成29年7月19日までの3年間です。
　農業委員会は、農地法に基づく売買・貸借の許可、農地転用案件への意見具申、遊休農地の調査・指導などを
中心に農地に関する事務を執行する機関で、①町議会の推薦による委員（4名）②農業団体（農協など）の推薦
による委員（1名）③ 公職選挙法の規定を準用して直接農業者から選挙される委員（10名）の計 15名で構成
されています。

◎会長　○職務代理者
■問い合わせ：御嵩町農業委員会事務局（農林課農業振興係内）　担当：秋

あきもと

元（内線 2163）

農業委員が決まりました

今回は、御嵩駅前広場「宿の市」と同時開催！

「いきいき健康まつり」 開催のお知らせ

日時：10 月 5日（日）午前 9時～午後 3時
場所：駅前さんさん広場、中山道みたけ館 2階、御嵩宿わいわい館、みたけ健康館
受付：駅前さんさん広場　※受付で「健康チェック表」をもらい、各会場をお回りください。

●午後 2時 30分からお楽しみ抽選会もあります。
■問い合わせ：保健センター　担当：篭

かごはし

橋（内線 2191）

＜主な内容＞
☆血糖値検査、血液さらさらチェック、骨量測定、血管年齢チェックなど
☆歯科検診、歯みがき指導、子どものフッ素塗布
☆筋トレマシンの体験、夢いろ体操の紹介
☆カルシウム豊富なおやつの試食
☆スタンプラリーで肉まん or あんまんをもらおう！（先着 500個限定）

皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
は
身
の
ま
わ
り
で
、
看
板
や

広
告
塔
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
「
屋
外
広
告
」

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

広
告
物
の
管
理
が
適
切
に
さ
れ
ず
設
置

さ
れ
て
い
る
と
、
ま
ち
の
景
観
に
悪
影
響

を
与
え
た
り
、
強
風
や
地
震
な
ど
に
よ
っ

て
、
通
行
人
な
ど
に
危
害
を
及
ぼ
し
た
り

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

良
好
な
景
観
形
成
や
公
衆
に
対
す
る
危

害
を
防
止
す
る
た
め
に
、ル
ー
ル
（
県
条
例
）

が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
と
は
？

　

次
の
4
つ
の
項
目
の
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

①�

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
、
継
続
し
て

表
示
さ
れ
る
も
の

②
屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の

③
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

④�

看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
や
そ
の
他
の

工
作
物
な
ど
に
表
示
さ
れ
た
も
の

　
条
例
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
ま
す

　

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
、「
屋
外
広
告

物
法
」
に
基
づ
き
、「
岐
阜
県
屋
外
広
告
物

条
例
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

こ
の
県
条
例
に
基
づ
い
て
規
制
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
条
例
に
違
反
す

る
広
告
物
に
つ
い
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル
・
指

導
・
除

じ
ょ
き
ゃ
く却
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

次
の
よ
う
な
広
告
物
の
設
置
に
は
、
許

可
が
必
要
で
す
。

①�

店
名
、
営
業
内
容
を
自
己
の
事
業
所
・

営
業
所
な
ど
に
表
示
す
る
「
自
家
広
告

物
」

②�

自
己
の
住
所
、
営
業
所
を
知
ら
せ
る
た

め
に
、
そ
の
付
近
に
掲
出
す
る
「
案
内

広
告
物
」「
道
標
」
な
ど

③
そ
の
他
の
広
告
物

※�

た
だ
し
、
許
可
地
域
に
掲
出
す
る
自
家

広
告
物
で
1
事
業
所
あ
た
り
、
合
計
10

㎡
以
下
の
も
の
（
大
小
種
類
は
関
係
な

く
、
野
立
広
告
、
壁
面
広
告
、
置
看
板
、

の
ぼ
り
、
広
告
幕
な
ど
。
両
面
あ
る
場

合
は
、
そ
の
面
数
ご
と
に
加
算
さ
れ
ま

す
）
は
、許
可
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

違
反
広
告
物
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す

　

禁
止
地
域
（
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
な
ど
、
特
に
良
好
な
環
境
を
保
持
す
る

必
要
の
あ
る
地
域
）
に
屋
外
広
告
物
を
設

置
し
た
り
、
無
許
可
で
屋
外
広
告
物
を
掲

出
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、
県
条
例
に

よ
り
、
違
反
者
に
50
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
事

前
に
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
：
建
設
課
管
理
係

　

担
当
：
祖そ

ぶ

え
父
江
（
内
線 

２
１
６
８
）

突
とっしゅつ

出広告壁
へきめん

面広告 はり紙 屋
おくじょう

上広告

★ 9 月 1 日～ 10 日は「屋外広告物適正化旬間」です

事業者のみなさん

屋外広告物の申請をお願いします
立看板

　◆ �9 月 21 日～ 30 日は「秋の全国交通安全運動」実施期間です

　秋は、日没時間が早まり、夕暮れ時から夜間にかけて重大な交通事故が多発する傾向にあります。
外出の時は反射材用品と明るい服を着用し、車両は早めのライト点灯を心がけましょう。
【スローガン】　地域ぐるみで守ろうお年寄りと子ども
運動の重点
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　（特に、反射材用品等の着用・自転車前照灯の点灯）
○すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶

建設課管理係（内線 2168）
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福祉課社会福祉係（内線 2121)・福祉課児童福祉係（内線 2114)・総務防災課財政係（内線 2214）

　平成 26年 7月下旬、臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金の対象となる可能
性のある人へ申請書を郵送しております。
　申請書が届いた人で、まだ手続きをおこなっていない人は、申請書に必要事項をご記入の上、添付書
類とあわせて同封の返信用封筒で郵送してください。

●�提出期限：平成 26 年 11 月 4 日（火）
　お早めに手続きをお済ませください。また、窓口での受付もおこなっています。詳しくは同封の「お
　知らせ」をご覧ください。

★給付金申請受け付けの日曜窓口を実施します。

●開催日時：平成 26 年 9 月 21 日（日）　午前 9 時～午後 5 時
●開催場所：役場本庁舎 1階・第 1会議室
■�問い合わせ：
　臨時福祉給付金について　福祉課社会福祉係　担当：竹

たけむら

村・井
いのうえ

上　（内線 2121）
　子育て世帯臨時特例給付金について　福祉課児童福祉係　担当：伊

い さ じ

佐治　（内線 2114）

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
　　　　　　申請はもうお済みですか？

公共工事入札結果（平成 26 年 7 月分）

№ 工事名／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

1
蒸気配管更新工事／御嵩町学校給食センター

9,340,000 7,884,000
（株）朝日
機器エンジ
ニアリング

6社 学校教育課
平成26年 7月 7日～平成26年 8月 22日

2
町道千ノ井真多羅線舗装工事／御嵩町中切

19,700,000 18,673,200
ヘイセイ
テック（株）

5社 建設課
平成26年 7月 7日～平成26年 10月 24日

3
御嵩町公共下水道事業 長岡雨水幹線（第 2工
区）工事／御嵩町御嵩地内 49,200,000 46,731,600

（株）本州
緑化建設

4社 建設課
平成26年 7月 22日～平成27年 2月 27日

◆この「公共工事入札結果」は、予定価格が 500万円以上の入札物件について公表しています。
◆�入札結果などの詳細は、総務防災課財政係で閲覧できます。また、町ホームページ「入札情報」のコーナーで
も公開中です。�

■問い合わせ：総務防災課財政係　担当：林
はやし

（内線 2214）
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学校教育課学校教育係（内線 2263）・B&G 海洋センター（☎ 67-5196）

心
の
中
に
は
、
自
分
を
律
す
る
心
と
地
域

へ
の
愛
着
心
が
確
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
心
が
、
い
ず
れ
地
域
を
背
負
う
こ
と

に
な
る
生
徒
の
糧か

て

に
な
り
ま
す
。
地
域
に

貢
献
し
、
よ
り
よ
い
御
嵩
町
を
創
造
し
て

い
く
た
め
に
も
、
今
後
も
さ
ら
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係　

担
当
：
可か

に児
（
内
線 

２
２
６
３
）

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ 

⑤ 

～

教
育
の
窓
か
ら

学
校
教
育
編　
　

〜 

向
陽
中
学
校 

〜

　

向
陽
中
学
校
の
今
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
自じ

り
つ律

」
で
す
。
そ
の
自
律
の
心
を
育

て
る
活
動
と
し
て
、
地
域
環
境
の
整
備
や
、

地
域
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
奨

し
ょ
う
れ
い励

し
て
い
ま
す
。

　

5
月
31
日
（
土
）、
第
1
回
Ｋ
Ｃ
Ｖ
（
向

陽
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
活
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
１
０
名
と
い
う
多
数
の
生
徒
が
自
主
的

に
参
加
し
、
学
校
内
だ
け
で
な
く
、
願
興

寺
や
御
嵩
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
草
取
り
・
花
壇
の
花
植
え
で

は
で
は
、
ひ
た
す
ら
草
を
と
っ
た
り
、
側

溝
掃
除
・
プ
ー
ル
掃
除
な
ど
で
は
、
時
間

を
延
長
し
て
ま
で
掃
除
に
取
り
組
ん
だ
り

と
、
集
中
し
た
取
り
組
み
ぶ
り
で
し
た
。

　

7
月
19
日
（
土
）
に
は
、
中
公
民
館
夏

祭
り
の
夕
べ
が
開
催
さ
れ
、
21
名
の
生
徒

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

夜
店
の
準
備
や
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

放
送
を
担
当
し
た
り
と
、
率
先
し
て
働
く

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
の

　

地
域
に
貢
献
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み

生
涯
学
習
編　
　

〜 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

〜

浮
き
具
に
な
る
こ
と
に
お
ど
ろ
い
た
。
い

ざ
と
い
う
と
き
は
、
習
っ
た
こ
と
を
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
感
想
を
述
べ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
を
通
じ
て
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
意
識
が
子
ど
も

た
ち
に
芽
生
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
来
年
も
着
衣
泳
の
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。」
帰
り
際
に
、
先
生
か
ら
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
指
導
者
は
、

こ
の
教
室
を
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
毎
年

続
け
て
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地

域
に
愛
さ
れ
る

指
導
者
を
目
指

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
榊

さ
か
き
ば
ら原　

☎ 

６
７
‐
５
１
９
６

　

７
月
11
日
（
金
）、
上
之
郷
小
学
校
の

プ
ー
ル
で
４
年
生
～
６
年
生
44
名
を
対
象

に
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

「
水
辺
の
安
全
教
室
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
分
の
命
は
、
自

分
で
守
る
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
学
校
の
願
い
か
ら
、
要
望
を
受
け
、
今

年
で
３
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、「
着
衣
泳
」
と
は
何
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

衣
服
を
着
た
ま
ま
泳
ぐ
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
水
の
事
故
か
ら
自
分
自
身
の
命
を
守

る
知
識
と
技
術
の
こ
と
で
す
。

　
「
水
辺
の
安
全
教
室
」
の
内
容
は
、
紙
芝

居
を
使
っ
た
、「
水
辺
で
安
全
に
活
動
す
る

に
は
」
の
話
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ポ
リ

袋
や
衣
服
を
浮
き
具
と
し
て
浮
く
練
習
を

す
る
「
着
衣
泳
」
の
実
技
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
、
レ
ス
キ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て

お
こ
な
う
水
難
者
救
助
方
法
の
実
技
体
験

で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
講
義
は
、
真
剣
に
指

導
者
の
話
を
聞
き
、
実
技
は
、
衣
服
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
浮
く
驚
き
や
、
発
見
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
衣
服
は
、
濡
れ
る
と
水
を
吸
っ
て
重
く

な
り
、
体
が
沈
ん
で
い
く
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
空
気
を
い
れ
て
あ
げ
れ
ば
、

　

上
之
郷
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
「
着ち

ゃ
く
い
え
い

衣
泳
」
を
指
導

▲ 夏祭りの夕べ放送ボランティア

▲ ＫＣV御嵩駅清掃

18



まま ちち のの
話話 題題

★ロボットづくりに挑戦！
　8月 3日（日）、中山道みたけ館でロボットジュニアセミナーが開
催されました。この講座は子どもたちにものづくりの楽しさを知っ
てもらおうと町が開催しているもので、今年で 3回目になります。
　当日は、中部大学ロボット理工学科の藤

ふじよし

吉弘
ひろのぶ

亘教授や東濃高校ロ
ボコン部員の指導を受けながら、レゴブロックのロボット教材「レ
ゴマインドストーム」を使って、ロボットの仕組みや簡単なプログ
ラムを学びました。また、センサーが光に反応して進むプログラム
や音に反応するプログラムを入れて実際に走らせることなどにも挑
戦しました。
　参加した児童からは、「とても楽しくて時間が短く感じた」「今度
はもっと難しいものに挑戦してみたい」といった感想が聞かれまし
た。

★祝 全国大会出場 !　東濃実業高校の生徒たちが町長を表敬訪問
　7月 22 日（火）、全国大会への出場が決まった、東濃実業高等学校の脇

わきぶち

淵悠
は る か

華さん（ボート部）、加
かと う

藤
沙
さや か

華さん（箏
そうきょく

曲部代表）、石
いわ み

見七
なな ほ

穂さん (西田 )・（箏
そうきょく

曲部代表）、中
なかがわ

川結
ゆ り こ

莉子さん（ワープロ部）、今
いま い

井崇
たか と

斗
さん（コンピュータ部）が、渡

わたなべ

邊町長を表敬訪問しました。生徒のみなさんには、全国大会に向けての目標
などを熱く語っていただきました。町長は、「ぜひがんばってください」とエールを送りました。
【出場大会／種目】

　◎ボート部 … 「平成 26年度 全国高等学校総合体育大会ボート競技大会」／女子シングルスカル

（8月 1日～ 4日、山梨県で開催）

　◎箏曲部 … 「第 38回 全国高等学校総合文化祭」／団体　（7月 30日～ 31日、茨城県で開催）

　◎ワープロ部 … 「第 61回 全国高等学校ワープロ競技大会」／団体の部　（8月 5日、東京都で開催）
　◎コンピュータ部 … 「第 26回 全国高等学校情報処理競技大会」／団体の部　（7月 27日、千葉県で開催）

★食を通した健康づくりに貢献！
　7月 25日（金）におこなわれた「岐阜県公衆衛生協議会長表彰」
で、丹

に わ

羽美
み き こ

喜子さん（北切）と高
たか

屋
や

敦
あ つ こ

子さん（昭和町）が表彰
を受けられました。
　お二人とも長年にわたり、御嵩町食生活改善推進員として、保
健事業への協力や食生活改善伝達講習会を実施し、子どもから
高齢者まで幅広く町民の食を通した健康づくりに貢献され、今
回の表彰となりました。今後もますますのご活躍を期待してい
ます。　　　

▲ 左から、丹羽さん、高屋さん

▲ 左から、脇淵さん、今井さん、町長、加藤さん、石見さん、中川さん
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★卓球で全国大会へ出場！
　７月 23日（水）、「全日本卓球選手権大会ホープス
の部」（7月 25 日～ 27 日神戸市で開催）への出場が
決まった、御嵩小学校 6年生の竹

たけ お

尾優
ゆうたろう

太郎くん（顔戸
北）が役場を訪れ、全国大会の出場報告をおこないま
した。
　また、岐阜県の選抜選手として、優太郎くんは、兄
の優

ゆうけん

健くんと一緒に 8月 9日から中国、杭
こうしゅう

州市でおこ
なわれる卓球の交流遠征に参加します。
　優太郎くんは「予選リーグを勝ち抜いて、ベスト
16に入りたい」と目標を語りました。
　渡邊町長は、「ベスト 16以上の成績を残せるよう高
い目標を持ってください。遠征で、海外の強い国の選
手と試合できるのは、大変いいこと。ぜひ気持ちで負
けないようがんばってください」と激励の言葉を送り
ました。

★カヌーで全国大会へ出場！
　7月 31 日（木）、「全国高等学校総合体育大会第
30 回カヌー競技大会」（8月 6 日～ 8 月 10 日、山
梨県で開催）への出場が決まった、八百津高等学校 2

年生の貝
かいがわ

川涼
りょう

さん（大庭台）、亀
かめい

井咲
さくら

良さん（顔戸南）

が役場を訪れ、全国大会の出場報告をおこないまし
た。2人が出場する種目は、カヌー女子カヤックです。
　亀井さんたちは、　「まだ 2年生なので一つでも上
にいって、多く試合ができるようがんばります」と
語りました。
　渡邊町長は、「高校 3年間打ち込めるスポーツに
出会えて、全国大会に出場できるのはすごいこと。
ぜひがんばってください」と激励しました。

★少林寺拳法で全国大会へ出場！
　7月 31 日（木）、「第 8回全国中学生少林寺拳法大会」

（8月 16日～ 17日、大阪府で開催）への出場が決まった、

向陽中学校１年生の近
こんどう

藤紗
さ ら

良さん（大庭台）、西
にしやま

山未
みら い

来さ

ん（北屋敷）が役場を訪れ全国大会の出場報告をおこな
いました。近藤さんたちが出場する種目は、女子中学生
組演武・団体演武の部です。
　西山さんは、「大会では細かなところまで気をつけて、
チームワークでがんばりたい」。近藤さんは、「新しい技
などを覚えていきたい」と語りました。
　渡邊町長は、「武道は姿勢が良く、きれいな形になると
とても格好いい。いろいろ大変なこともあるだろうけど、
長く続けることはとても大切なこと。ぜひこれからも続
けていってください」と激励の言葉を送りました。

まま ちち のの
話話 題題

▲ 左から、亀井さん、貝川さん、町長

▲ 左から、西山さん、近藤さん、町長

▲ 左から辻
つじ

コーチ、優太郎くん、優健くん、町長
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久しぶりだね、元気だった？

　この3月にみたけ幼稚園を卒園したお友だちが、
8月 2日（土）、久しぶりに「みたけ幼稚園」に集

まりました。卒園式の際に園長先生から、「夏に同窓会
でもやって、また“なべ”でも作ろうか」と提案があり、
その約束どおり同窓会が実現したのです。
　迎えた 8月 2日。大きくなった卒園生たちが「こん
にちは」「久しぶり」とあいさつしながら元気にやって

きました。そしてはじまったのは「カレーなべづくり」。3月の祝賀会で作っ
たカレーを、今度は「1年生」になって、もう一度お友だちや先生たちと一
緒に作りました。材料を洗い、剝

む

いて、切って、炒
いた

めて、煮込む。動作にた
どたどしさがなく、やっぱり 1年生になったんだなと感じました。
　カレーができ上がるまでは遊

ゆうぎしつ

戯室に集まり、みんなで輪になって近況報告
会。算数や国語、図工や体育の授業が楽しいという子、読書が好きだという
子、この夏泳げるようになった子など、さまざまな小学校生活の様子を発表
してくれました。ちょっぴり照れくささはあるものの、自分の意見をしっか
り持って話す姿に、「立派になったな」と成長を感じさせてくれました。
　そしてカレー！上之郷、伏見、御嵩と 3校が入り混じっての食事。ここ
でもそれぞれの学校の話や夏休みの宿題のことなどが話題になり、久しぶり
に会う懐

なつ

かしい友だちとの再会に、幼稚園で遊んでいたときと変わらぬ笑顔
が一段と輝いて見えました。

み た け

幼稚園

★ラジオ体操交流会
　７月 16日（水）、さんさん広場ラジオ体操会のみ

なさんと、㈱共進ペイパー＆パッケージの社員のみ
なさんで、ラジオ体操の交流会が開かれました。こ
れは、㈱共進ペイパー＆パッケージの社員のみなさ
んが、町民のみなさんと交流をおこなうとともに、
始業前の正しいラジオ体操で社員の安全教育をとい
う思いで開催されたものです。
　参加したみなさんは、汗びっしょりになりながら
何度もラジオ体操を繰り返していました。
　さんさん広場ラジオ体操会は、平成 24年 12月か
ら、毎朝 6時 30分に集まってラジオ体操をおこなっ
ています。同会のみなさんは、「ラジオ体操は 1回
10分ですが、1日に使う筋肉を全部使います。ぜひ
毎日おこなってみてください」と話されました。

★�里宮太鼓保存会のみなさんが宮太鼓と獅
子舞を披露されました

　8月 5日（火）、東濃地区神社関係者大会（美

濃加茂市文化会館開催）で、比
ひ え

衣地区の里
さと

宮
みや

太
だい

鼓
こ

保存会と里子ども会のみなさんが、宮太
鼓と子ども獅子舞を披露されました。
　里子ども会のみなさんは、7月から土曜日
ごとに集まって練習を重ね、当日の発表のと
きには、堂々とした獅子舞を披露していまし
た。

▲ ��カレーを作る手つきも、さすが 1年
生です

▲ �おいしいカレーとみんなとの再会、
楽しかったよ！
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9 月の相談日

情報ガイド情報ガイド

◆�

法
律
と
こ
こ
ろ
の
健
康
の
た
め
の
相
談

会

（
予
約
制
）　

県
で
は
、
弁
護
士
に

よ
る
「
法
律
相
談
」
と

臨
床
心
理
士
に
よ
る「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　

多
重
債
務
・
生
活
苦
・
解
雇
・
健
康
不

安
な
ど
が
原
因
で
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
不
安
を
軽
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●�

日
程
／
場
所
：

◎�

可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市
古
井
町

下
古
井
２
６
１
０
‐
１
）

　
　

9
月
26
日
（
金
）

◎
可
児
市
役
所
（
可
児
市
広
見
１
‐
１
）

　
　

10
月
15
日
（
水
）

●�

時
間
：
午
後
1
時
～
午
後
4
時

　

※
１
人
45
分
の
予
約
制
で
す
。

●
定
員
：
各
日
4
名
（
先
着
順
）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

岐
阜
県
中
濃
保
健
所　

健
康
増
進
課

　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１
（
内
線 

３
６
４
）

◆�

法
の
日
・
公
証
週
間「合

同
無
料
相
談
会
」

　

美
濃
加
茂
公
証
役
場
、
司
法
書
士
会
中

濃
支
部
、
土
地
家
屋
調
査
士
会
中
濃
支
部
、

行
政
書
士
会
可
茂
支
部
で
は
、「
合
同
無
料

※ 10月上旬の相談日も掲載しています。

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課（内線 2122・2120）

障がい者相談
  9 月 5日（金）
10月 3日（金） 午後 1時〜午後 3時 中公民館 障がい者相談員による相談で

す。気軽にお出かけください。

人権相談 9 月 19日（金） 午後 1時〜午後 4時 伏見公民館

　住民環境課（内線 2103）

消費者相談
月曜〜金曜日
（祝日を除く）

午前 8時 30分〜
午後 5時 15分

役場本庁舎1階
相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

行政相談 9 月 16日（火）
午後 1時 30分〜

午後 3時 30分
役場北庁舎2階
第 3研修室

法律相談 9 月 26日（金）  午後 3時〜午後 7時
役場北庁舎2階
教育会議室

前日の午前中までに予約受付
（定員 8名）

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談

 （不登校・いじめなど）

月曜〜金曜日
（祝日を除く）

午前 9時〜午後 4時
オアシス教室
（中公民館内）

臨床心理士による

カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9時〜午後 5時
中公民館 1階
相談室

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！まずはお電話ください

　家庭や仕事、DV（配偶者や恋人からの暴力）、人間関係など、生き方に関する悩みを電話でお聞きします。

相談は無料で、秘密は固く守られます。

岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口　「電話相談」 専用ダイヤル ： 058-278-0858

　●�相談日：日曜～木曜日（祝日、年末年始を除く）
　●�時間：午前 9時～正午／午後 1時～午後 4時
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◆
法
務
局

「休
日
相
談
所
」

　

岐
阜
地
方
法
務
局
美
濃
加
茂
支
局
で
は
、

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
遺
言
や
相
続
な
ど
登
記
全
般

お
よ
び
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
10
月
5
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
岐
阜
地
方
法
務
局
美
濃
加
茂
支

局 

2
階
会
議
室

　
（
美
濃
加
茂
市
本
郷
町
7
‐
4
‐
16
）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
人
権
擁よ

う
ご護

委
員
な
ど

■�
問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
地
方
法
務
局
美
濃

加
茂
支
局　

総
務
課

　

☎ 
２
５
‐
２
４
０
０

相
談
会
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
日
時
：
9
月
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●�
場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

2
階
第
1
会
議
室

　
（
可
児
市
今
渡
６
８
２
番
地
1
）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
行
政
書
士

●�

相
談
内
容
：

　

◎�

遺
言
・
任
意
後
見
契
約
・
離
婚
給
付

契
約
な
ど
の
公
証
手
続
き

　

◎
不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登
記

　

◎
土
地
境
界
相
談
、
測
量

　

◎
官
公
庁
提
出
手
続
き

　

◎
外
国
人
相
談

※
予
約
は
不
要
で
す
。

※
電
話
に
よ
る
相
談
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
県
司
法
書
士
会

　

中
濃
支
部　

担
当
：
木き

む
ら村

　

☎ 

２
５
‐
３
２
６
８

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
ラ
ス
パ
御
嵩
店
】

●�

日
時
：
9
月
23
日
（
火
）

　

�

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
1
時
30
分
～

午
後
4
時

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
安や

す
え江

（
内
線 

２
１
９
２
）

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
9
月
30
日

（
火
）
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税�

6
期
分

○
介
護
保
険
料�

9
月
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

3
期
分

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金�

2
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料�

8
月
分

（
口
座
振
替
日　

9
月
25
日
）

○
保
育
料�

9
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

9
月
分

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

9
月
の
祝
日
に
、
可
児
地
区
で
診
療
可

能
な
歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

9
月
15
日
（
月
）
：
う
か
い
歯
科

　

可
児
市
菅
刈　
　

☎ 

６
６
‐
０
３
７
８

9
月
23
日
（
火
）
：
加
藤
歯
科
医
院

　

可
児
市
坂
戸　
　

☎ 

６
３
‐
４
８
２
８

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

9 月 17 日（水）
10 月 22 日（水）

中 9 月 19 日（金）
10 月 24 日（金）

伏　見 9 月 16 日（火）
10 月 21 日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

9 月　 7 日（日）
10 月 5 日（日）

中
伏　見

9 月 21 日（日）
10 月 19 日（日）

� リサイクルステーション
＜ 生活学校 ＞

  9 月の開催日：なし
10 月の開催日：5 日（日）
時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場 北側駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9時～午後 5時
場所：あゆみ館（新木野）

　ご み 収 集　　

� �不燃ごみ （金物類 ・ガラス類）

� �粗大ごみ （可燃 ・不燃）

� �分別収集

　※�収集時間については、朝方の 1時間
程度です（例：午前 7時～ 8時）。各
自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員ま
たは分別指導員にお尋ねください。

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷

御　嵩

9 月 　2 日（火）
9 月 16 日（火）

10 月 7 日（火）
10 月 21 日（火）

中

伏　見

9 月 　4 日（木）
9 月 18 日（木）

10 月 2 日（木）
10 月 16 日（木）

情報ガイド情報ガイド
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◆
資
源
回
収

【
伏
見
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

●
日
程
：
9
月
13
日
（
土
）
※
予
備
日
未
定

　【
御
嵩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
日
程
：
9
月
28
日
（
日
）

※
予
備
日
10
月
5
日
（
日
）

お
知
ら
せ

◆�

「オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
発
売
！

　

今
年
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
〝
３
億
９
、
０

０
０
万
円
〟
で
す
。

　

1
等　
　

３
億
３
、０
０
０
万
円
×
13
本

　

前
後
賞　
　

各
３
、０
０
０
万
円
×
26
本

　
　
（
発
売
総
額
３
９
０
億
円
・
13
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

●
発
売
期
間
：
9
月
19
日
（
金
）
～

10
月
10
日
（
金
）

　

※
売
り
切
れ
次
第
、
販
売
終
了
。

●
抽
選
日
：
10
月
17
日
（
金
）

☆�

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
都
道
府
県

の
販
売
実
績
に
応
じ
て
県
に
配
付
さ
れ
、

市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
、
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
公
益
財
団
法
人　

岐
阜

県
市
町
村
振
興
協
会

　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐
１
１
５
３

◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。

　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

※財源確保などのために、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

◆��

10
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す

　

～
浄
化
槽
を
ご
使
用
の
み
な
さ
ん
へ
、
普　

　
　
　

段
の
維
持
管
理
が
大
切
で
す
～ 

　
浄
化
槽
は
、
河
川
の
水
量
の
確
保
、
多
様

な
生
態
系
の
維
持
、
水
辺
地
の
保
全
な
ど
、

自
然
の
水
環
境
に
寄き

よ与
し
て
い
ま
す
。
そ

の
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
汚
水
を
処
理
し
て
い
る
た
め
、
適
切
な

管
理
を
お
こ
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

浄
化
槽
の
使
用
者
に
は
、「
浄
化
槽
法
」

に
よ
り
、
次
の
3
つ
の
義
務
を
定
期
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
守
点
検

　

�　

定
期
的
に
機
器
類
の
点
検
・
調
整
・

修
理
お
よ
び
消
毒
液
の
補
充
な
ど
を
お

こ
な
い
ま
す
。
家
庭
用
の
浄
化
槽
は
、

4
か
月
に
1
回
以
上
、
保
守
点
検
を
お

こ
な
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
清
掃

　

�　

浄
化
槽
内
に
蓄ち

く
せ
き積
し
た
汚お

で
い泥
や
ス
カ

ム
（
浮
き
カ
ス
）
を
抜
き
取
り
、
悪
臭

や
水
質
悪
化
を
防
ぎ
ま
す
。
清
掃
は
、

1
年
に
1
回
以
上
、
実
施
す
る
よ
う
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
法
定
検
査

　

�　

浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
、

本
来
の
浄
化
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

て
い
る
か
を
、
1
年
に
1
回
、
確
認
す

広　

告

情報ガイド情報ガイド
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※�財源確保などのため、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

広　

告

る
重
要
な
検
査
で
す
。
車
で
い
う
と
こ

ろ
の
「
車
検
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

■�
問
い
合
わ
せ
：
上
下
水
道
課
下
水
道
係

　

担
当
：
伊い

さ

じ
佐
治
（
内
線 

２
１
３
９
）

　
★

『ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ
ふ
』

　

 　

65
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
を

無
料 

ご
招
待
！

　

世
界
淡
水
魚
園
水

族
館
「
ア
ク
ア
・
ト

ト 

ぎ
ふ
」（
各
務
原

市
）
で
は
、
敬
老
の

日
特
別
企
画
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
み
な
さ

ん
を
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
。

　
「
ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ
ふ
」
は
、
世

界
最
大
級
の
淡
水
魚
水
族
館
で
す
。

　

現
在
、
開
館
10
周
年
を
記
念
し
た

企
画
「
神
秘
の
大
河
～
グ
レ
イ
ト
ア

マ
ゾ
ン
」
を
開
催
中
。
ま
た
『
ア
シ

カ
シ
ョ
ー
』
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●�

実
施
日
：
9
月
13
日
（
土
）
～
15

日
（
月
・
祝
）
の
3
日
間

●�

開
館
時
間
：
午
前
9
時
30
分
～
午

後
6
時
（
最
終
入
館
は
午
後
5
時
）

●�

対
象
：
65
歳
以
上
の
人

　

�

（
通
常
料
金
：
１
、３
５
０
円
）

※�

必
ず
、
年
齢
を
証
明
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
世
界
淡
水
魚
園
水

族
館
（
ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ
ふ
）

　

☎ 

０
５
８
６
‐
８
９
‐
８
２
０
０

情報ガイド情報ガイド

　�広報紙に自治会活動を掲載しませんか？

　町では、自治会活動の記事を募集します。掲載を希望される自治会は
ご連絡ください。
◎掲載に必要なもの
　写真データ（1枚）・活動紹介文（300文字程度）
●申込方法：�企画課秘書広報係に電話または直接申し込みいただき、後日、

写真データなどを電子メールなどで送信してください。
■�申込先／問い合わせ：企画課秘書広報係　担当：山

やまだ

田　（内線 2222）
Ｅメールアドレス：kouhou@town.mitake.lg.jp
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情報ガイド情報ガイド

広　

告

�

講　

座

◆
可
児
と
う
の
う
病
院
「市
民
公
開
講
座
」

　

可
児
と
う
の
う
病
院
で
は
、
地
域
に
密

着
し
た
病
院
を
め
ざ
し
て
、「
第
13
回 

市
民

公
開
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
：
9
月
27
日
（
土
）

　

午
後
2
時
～
午
後
3
時
30
分

　
（
開
場
は
午
後
1
時
30
分
）

●�

場
所
：
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　

ア
ー
ラ　

小
劇
場 

虹
の
ホ
ー
ル

　
（
可
児
市
下
恵
土
３
４
３
３
‐
１
３
９
）

●�

定
員
：
３
０
０
名
（
申
込
不
要
、
12
時

30
分
か
ら
小
劇
場
前
で
整
理
券
を
配
布
）

●�

参
加
費
：
無
料

●�

講
師
：
洪こ

う 

淳じ
ゅ
ん
け
ん憲

先
生
（
可
児
と
う
の
う

病
院　

麻
酔
科
診
療
部
長
）

●�

演
題
：
『
痛
み
っ
て
な
に
？　

専
門
家

が
語
る
痛
み
の
秘
話
』

★�

当
日
は
、「
ま
ち
の
保
健
室
」
も
お
こ
な

い
ま
す
。

　

◎�

時
間
：
午
後
0
時
30
分
～午

後
1
時
30
分

　

◎�

内
容
：
血
管
年
齢
測
定
、
体
組
成
測

定
、
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
な
ど

　

※
い
ず
れ
の
検
査
も
予
約
は
不
要
で
す
。

　

※�

時
間
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
に
添
え
な
い
場
合
は
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
可
児
と
う
の
う
病
院

　

総
務
企
画
課　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
３

◆�

わ
く
わ
く
体
験
館　

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

　

「吹
き
ガ
ラ
ス
基
礎
講
座
Ⅱ
」

　

吹
き
ガ
ラ
ス
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
、

作
品
作
り
を
楽
し
み
ま
す
。

●�

開
催
日
：
6
回
コ
ー
ス

　

①��

9
月
27
日
～
11
月
1
日
の
毎
週
土
曜

日

●
時
間
：
午
前
9
時
～
正
午

●��

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

●�
対
象
：
一
般
成
人

●�

定
員
：
3
名
（
抽
選
）

●�

受
講
料
：
6
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

１
５
、０
０
０
円

●�

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●��

申
込
期
限
：

  

9
月
17
日
（
水
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体

験
館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

◆
が
ん
ば
り
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

　　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
1
歳
6
か
月
か

ら
就
園
前
の
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
「
が

ん
ば
り
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま

す
。

【
1
幼
児
食
に
つ
い
て
】

◎
日
に
ち
：
10
月
3
日
（
金
）

◎�

時
間
：
午
前
9
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

�【
2
お
や
つ
に
つ
い
て
】

◎
日
に
ち
：
11
月
11
日
（
火
）

◎�

時
間
：
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
30
分

※
2
回
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
1
、
2
共
通
】

●
場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
：
1
歳
6
か
月
か
ら
就
園
前
の
児

童
と
保
護
者

●�

定
員
：
20
組

●�

参
加
費
：
３
０
０
円
（
1
回
に
つ
き
）

●�

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾き

ん

、ふ
き
ん
、

※�

1
回
目
は
、
お
米
1
合

●�

申
込
方
法
：
保
健
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
：
9
月
24
日
（
水
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン

タ
ー　

担
当
：
佐さ

ご
う合
（
内
線 

２
１
９
３
）

催　

し

◆
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

　

御
嵩
町
、
可
児
市
の
小
・
中
学
生
か
ら

募
集
し
た
、
交
通
安
全
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

展
示
期
間
／
場
所
：

　
　

◎
可
児
市
役
所

　
　
　

9
月
16
日
（
火
）
～
30
日
（
火
）

　
　

◎
ラ
ス
パ
御
嵩
店

　
　
　

10
月
1
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全

係　

担
当
：
柴し

ば
た田

（
内
線 

２
２
０
７
）
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◆
里
親
を
知
る
会

　

子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
育
つ
た
め

に
は
、
あ
た
た
か
い
家
庭
が
必
要
で
す
。

生
み
の
親
が
事
故
や
病
気
、
離
婚
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
自
分

の
家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

を
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、
家
庭
で
育

て
て
く
れ
る
人
を
『
里
親
』
と
い
い
ま
す
。

　
『
里
親
』
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
説
明
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
10
月
4
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●�

場
所
：
わ
か
く
さ
プ
ラ
ザ　

学
習
情
報

館
３
‐
１
研
修
室

　
（
関
市
若
草
通
2
丁
目
1
番
地
）

●�

内
容
：
里
親
会
役
員
、
子
ど
も
相
談
セ

ン
タ
ー
職
員
が
個
別
に
説
明
し
ま
す
。

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
開
催
時
間
中
、

い
つ
で
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１
（
内
線 

３
４
７
）

◆
県
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

可
児
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
の
た
め
に
、「
県
民
健
康
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
：
10
月
18
日
（
土
）　

午
後
1
時
～

　
（
開
場
は
午
後
0
時
30
分
）

●�

場
所
：
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　

ア
ー
ラ　

主
劇
場 

宇
宙
の
ホ
ー
ル

　
（
可
児
市
下
恵
土
３
４
３
３
‐
１
３
９
）

●�

参
加
費
：
無
料
。
た
だ
し
、
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
（
申
込
必
要
）。

●�

講
師
：
香か

や
ま山

リ
カ 

氏
（
精
神
科
医
・
立

教
大
学
現
代
心
理
学
部
映
像
身
体
学
科

教
授
）

●�

演
題
：
『
ス
ト
レ
ス
に
負
け
ず
に
元
気

に
暮
ら
す
』

●�

申
込
方
法
：
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
可
児
市
役
所

健
康
増
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●�

申
込
期
限
：
10
月
7
日
（
火
）
必
着

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

〒
５
０
９
‐
０
２
９
２　

可
児
市
役
所

　

健
康
増
進
課　

県
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー
係

　

☎ 
６
２
‐
１
１
１
１

◆�

「町
長
と
語
る
会
」
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
長
と
町
民
の
み
な
さ
ん
が
語
り
合
う

「
町
長
と
語
る
会
」
を
時
間
の
許
す
限
り
、

積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
や

団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

企
画
課
秘
書
広
報
係　

担
当
：
金か

ね
こ子　

　
（
内
線 

２
２
０
０
）

募　

集

◆

「テ
ニ
ス
大
会
」
参
加
者

　

御
嵩
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
第
13
回
Ｍ

カ
ッ
プ
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●�

募
集
人
員
：
３
名
（
選
考
の
う
え
、
決

定
し
ま
す
）

●�

申
込
方
法
：
①
氏
名
、
②
住
所
、
③
性
別
、

④
生
年
月
日
、
⑤
職
業
、
⑥
電
話
番
号
、

⑦
応
募
の
動
機
、
⑧
町
行
政
改
革
推
進
委

員
会
に
参
加
す
る
う
え
で
の
自
己
Ｐ
Ｒ
を

記
入
の
う
え
、
次
の
方
法
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

応
募
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

役
場
企
画
課
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

※�

応
募
書
類
の
提
出
は
、
申
込
先
へ
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
9
月
30
日
（
火
）
必
着

■���

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
企
画

調
整
係　

担
当
：
早は

や
か
わ川

・
川か

わ
か
み上

（
内
線 

２
２
２
７
）

　

Ｅ
メ
ー
ル tyosei@

tow
n.m
itake.　

　

lg.jp

●
日
時
：
10
月
5
日
（
日
）

※
予
備
日
：
10
月
19
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
（
受
付
）

●
場
所
：
南
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
種
目
：
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

●�

参
加
資
格
：
一
般
成
人
。
た
だ
し
、
ペ

ア
の
ど
ち
ら
か
が
、
町
内
に
在
住
・
在

勤
ま
た
は
御
嵩
町
テ
ニ
ス
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と
。

●
定
員
：
16
組
（
先
着
順
）

●�

参
加
費
：
1
チ
ー
ム 

２
、０
０
０
円

　

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

●�

申
込
方
法
：
Ｂ
&
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
9
月
20
日
（
土
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

Ｂ
&
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

担
当
：
橋は

し
ぐ
ち口

　

☎ 

６
７
‐
５
１
９
６

◆�

御
嵩
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
運
営
の

効
率
化
な
ど
に
つ
い
て
、
町
と
一
緒
に
考

え
て
い
た
だ
け
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●�

公
募
す
る
委
員
の
対
象
：

①�

20
歳
以
上
で
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

し
て
い
る
人

②�

平
日
昼
間
の
会
議
（
年
２
回
ほ
ど
開
催
）

に
出
席
で
き
る
人�

③�
御
嵩
町
議
会
議
員
及
び
御
嵩
町
職
員
で

な
い
人

④
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
人

●�

任
期
：
2
年
間
（
平
成
26
年
11
月
1
日

～
平
成
28
年
10
月
31
日
）

情報ガイド情報ガイド

【
訂
正
】

　

ほ
っ
と
み
た
け
8
月
号
3
ペ
ー
ジ

の
『
地
域
づ
く
り
活
動
助
成
事
業
』
で
、

③
み
た
け
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
タ
ジ
オ

ゴ
ン
フ
ォ
テ
リ
ウ
ム
の
代
表
者
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　

正
：
代
表
者
：
名な

く
ら倉
さ
お
り

　

右
記
の
と
お
り
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
ま
ち
づ
く
り
課
ま

ち
づ
く
り
推
進
係　

担
当
：
山や

ま
だ田

　
（
内
線 

２
２
２
８
）
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♪

「御
嶽
宿
わ
い
わ
い
館
」

イ
ベ
ン
ト
案
内 

♪

【
講
座
⑥ 
ミ
ニ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
】

●
日
時
：

　

◎
9
月
11
日
（
木
）・
15
日
（
月
・
祝
）

　
　

午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
30
分

�

●�

内
容
：
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
小
さ
な

籠
を
2
回
に
分
け
て
作
り
ま
す
。

●
場
所
：
交
流
棟

●
受
講
料
：
4
０
０
円

●�

持
ち
物
：
は
さ
み
（
ク
ラ
フ
ト
用
）、

洗
濯
ば
さ
み
（
20
～
30
個
）・
ボ
ン
ド

●
主
催
者
：
植う

え
　
だ田
恵え

み

こ
美
子
さ
ん

【
手
芸
講
座
】

●
日
時
：

　

◎
9
月
16
日
（
火
）・
19
日
（
金
）

　
　

午
前
10
時
～

�

●�

内
容
：
園
芸
用
鉢
底
ネ
ッ
ト
と
不

要
に
な
っ
た
着
物
で
バ
ッ
ク
イ
ン

バ
ッ
グ
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー

ス
を
作
り
ま
す
。

●
場
所
：
交
流
棟

●
受
講
料
：
7
０
０
円

●�

持
ち
物
：
は
さ
み
、
針
、
糸

●
主
催
者
：
伊い

　
と
う藤

槙ま
き

子こ

さ
ん

■�

問
い
合
わ
せ
：
ま
ち
づ
く
り
課
ま

ち
づ
く
り
推
進
係　

担
当
：
小お

ぐ
ら倉

　
（
内
線 

２
２
３
５
）

9 月 11 日は 「警察相談の日」 です

犯罪被害の未然防止・生活の安全と平穏についての相談は☎「♯ 9110」または「058-272-9110」
24 時間体制で対応します。
※ �110 番はみなさんと警察をむすぶホットライン！事件や事故などが発生した場合の緊急通報用の電話で
す。緊急以外の要件（落とし物・免許手続き・地理案内など）は、可児警察署へ直接お電話ください。

■問い合わせ：可児警察署　☎ 61-0110

　

　防災の日　『ＦＭらら』 周波数 76.8MHz

　気象庁は、警報等の発表基準をはるかに超える現象が予想され、重大な災害の起こるおそれが著
いちじる

しく大きい場合に
特別警報を発表します。特別警報が発表されたら、直ちに命を守る行動をとってください。ＦＭららでは、特別発表
が予測される時点で、役場と密

みつ

に情報共有し避難情報を迅
じんそく

速に提供します。
 ◆特別警報とは？
　これまでの警報の発表基準を超えるような、より甚

おびただ

だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害による危険
性が高まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼びかけるために発表するものです。
＜例＞   ・「平成 23年台風 12号」による豪雨（平成 23年）
            ・「東日本大震災」における津波（平成 23年）・「伊勢湾台風」による高潮（昭和 34年）
 ◆特別警報が発表されたら？
 　避難所へ避難するか、既に外出することが危険な場合は、屋内の比較的安全な場所に留まるなど、身を守るために
最善を尽くしてください。
■��問い合わせ：秘書広報係　担当：金

かねこ

子　（内線 2200）／ FMらら　☎ 50-2010

～備えあれば憂いなし～ 3

●●銀行

町内にて 振り込め詐欺が発生しました！
　７月末、御嵩町内で息子をかたった男性から、携帯電話から現金を要求されるという振り込め
詐欺被害が発生しました。

被害にあわないためには・・・
○すぐに振り込まない　　　　○一人で振り込まない
○家族に相談する　　　　　　○家族で合言葉を決めておく
不審な電話はまずご相談ください。
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☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★

～9月の講座～

　教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間づくりを目的とした『乳幼
児期家庭教育学級』を設置しています。今月は次の講座をおこないますので、ぜひご参加ください。

学級名 開催日 時 間 場 所 講座の内容

上之郷・御嵩学級 9 月の学級

はおこない

ません 午前 10時
～

午前 11時 30分

上之郷中学校 次回は 10月 8日（水）
「命の授業」ふれあい体験

中学級 中保育園 次回は 10月 1日（水）
「遊びの広場」運動会ごっこ

伏見学級　 12日（金） 伏見公民館 英語で遊ぼう

0 歳児学級
「あいあい」

Ｈ 26
前期組 18日（木） 中公民館 乳幼児の救急法を学ぼう

救急法講習・グループトーク

※ 0歳児学級「あいあい」・H26前期組の対象者…平成 25年 10月～平成 26年 3月生まれの子とその保護者
★ �0 歳児学級「あいあい」・H26後期組（対象者…平成 26年 4月～平成 26年 9月生まれの子とその保護者）は、
10月に開級します。ただいま入級受付中です。

◎�乳幼児期家庭教育学級の申し込みは、随時受付しています。入級を希望される人は、生涯学習課に
　お問い合わせください。

■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：須
す だ

田（内線 2267）

　　　　  E メールアドレス s-shoko@town.mitake.lg.jp

情報ガイド情報ガイド
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� 保健センターだより �
【 10 月の行事予定 】

■問い合わせ ：保健センター

☎ 67-2111　　ＦＡＸ 67-2118

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターにお問い合わせください。
予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

4種混合 21日（火）／保健センター
　　　13：45～ 14：15�

◎平成 26年 6月生まれ
◎ 7歳半未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

2種混合 21日（火）／保健センター
　　　13：45～ 14：00

◎ �11 歳以上～ 13 歳未満で未
接種

★ �10 月 6 日（月）～ 10 日（金）に
保健センターへ申し込みください。 

BCG 7日（火）／保健センター
　　　13：15～ 13：30�

◎平成 26年 3月生まれ
◎ 1歳未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

3種混合
不活化ポリオ

◎�接種を希望される人は、医療機関での接種となります。申請が必要ですので、印鑑をお持ちのうえ、保
健センターへお越しください。なお、7歳半未満が対象です。

麻しん風しん
混合 1 期 21日（火）／可児医院

　　　13：30～ 14：00
　　　　　　　＜予約制＞

◎平成 25年 9月生まれ
◎ 2歳未満で 1期未接種

★ �10 月 6 日（月）～ 10 日（金）に
保健センターへ申し込みください。 麻しん風しん

混合 2 期
◎�平成 20 年 4 月 2 日～平成
21 年 4 月 1 日生まれで 2期
未接種

★母子保健

行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00～ 16：30 妊婦

保健センター

育児相談 10日（金）／ 受付 19：30～ 11：00 0 歳～就学前まで

パクパク相談   7 日（火）／ 受付 14：00～ 14：15 平成 26年 3月生まれ

10か月児相談 15日（水）／ 受付 19：30～ 10：00 平成 25年 11月生まれ

乳児健診 28日（火）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 26年 5月・6月生まれ

3歳児健診 23日（木）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 23年 8月・9月生まれ

★成人保健

行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談
＜予約制＞

6日（月）
　　　13：30～ 15：30

★�相談日の午前中までに保健センターへ申し
込みください。　＜定員：3名＞

★�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。

★成人健 （検） 診　＜予約制＞　

検診名 日にち／受付時間 開催場所

特定健診、すこやか健診、
総合がん検診

10月 14日（火）・20日（月）・27日（月）・29日（水）・30日（木）・31日（金）

　　8：00～ 10：30（予定）
保健センター

◎�特定健診、すこやか健診、総合がん検診 (胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診 )
を同日実施します。一部の検診のみの受診もできます。国民健康保険加入者には、助成制度があります。

◎申し込みがお済みでない人で検診を希望される人は、保健センターへ電話で申し込みください。
　●申込期間：9 月 16日（火）～ 19日（金）

◇◆◇ 乳がん検診、子宮頸
けい

がん検診の対象者のみなさんへ ◇◆◇
　対象となる人には、検診票を送付しています。有効期限は、平成26年 12月 31日（水）までです。

早めに指定病院に予約して、検診を受けてください。

☆がんばりママクッキングのご案内は、 情報ガイド欄 （24 ページ） をご覧ください。
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子育て支援センター

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

ぽっぽかん
休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始

開館時間：午前 9 時～午後 5 時
☎ 67-5221

指定管理者：社会福祉法人 御嵩町社会福祉協議会
中児童館 ☎ 67-0400 ／伏見児童館 ☎ 67-3625

休館日：日曜日、祝日、年末年始
開館時間：午前 10 時～午後 5 時

★★ 9 月の予定★★

ぽっぽかん

☆ “育児相談”

　子育てについて、不安はありませんか？気軽にお　
出かけください。電話もお待ちしています。
　◆日時：月曜〜金曜日　午前 9時〜午後 5時

★ “子育ておしゃべりタイム” へのお誘い

　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援セ
ンターに来ませんか？一緒におしゃべりしたり、子ど
もと遊んだりしながら、ストレスを発散しましょう。
　◆日時：毎週月曜日
　　午前 10時〜午前 11時 30分（受付は午前 9時～）

★ “親子教室” のご案内 （会員制）　会員募集中！

　申し込んだコースに参加してください。
　◆日時：午前 10時～午前 11時 30分
　　◎さくらんぼコース（1歳児）� 9 月 16日（火）
　　◎りんごコース（2歳児）� 9 月 19日（金）
　◆内容：絵本の世界
　※�親子教室の会員は随時募集しています。

★ “おはなしの広場” のご案内

　紙芝居や絵本に親しみ、読み聞かせを通
して、情緒豊かなお子さんに育てましょう。
　◆日時：9 月 10日（水）
　　午前 10時 30分〜午前 11時 30分
　※�毎日、午前 11時 30 分から、支援室で“みみちゃん

タイム（絵本の読み聞かせ）”をおこなっていますので、
参加してください。絵本の貸出しも、毎日おこなって
います。

★ 9月の “園庭開放”＆ “巡回相談”

　運動会のかけっこにご参加ください。
　◆日時：午前 9時 30分〜午前 11時 30分
　　27日（土）上之郷保育園・御嵩保育園

中保育園・伏見保育園
　☆巡回相談はありません。
　※�園庭開放の申込受付は、各保育園または

子育て支援センターでおこなっています。

★ “出前保育” をおこないます！

　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：9 月 17日（水）　午前 10時～正午
　◆場所：伏見公民館

＜中児童館＞　

4 日（木）ひよこタイム（プール）
� 午前 10時 30分
6日（土）�ガラス絵かき＆壁面かざり作り
� 午後 1時 30分
11日（木）ひよこタイム� 午前 10時 30分
　　　　　　　（敬老の日プレゼント作り）
13日（土）敬老の日プレゼント作り
� 午後 1時 30分
18日（木）ひよこタイム（砂場＆しゃぼん玉）
� 午前 10時 30分
25日（木）ひよこタイム
　　　　　（ミニミニ運動会）� 午前 10時 30分
27日（土）おもしろ運動会
� 午後 1時 30分

＜伏見児童館＞ 休館日：17（水）
　★9月からはまた行事はすべて伏見公民館で開催
　　します。

6日（土）作ってあそぼう� 午後 1時 30分
10日（水）ひよこタイム� 午前 10時 30分
　　　　　　　（敬老の日プレゼント作り）
13日（土）敬老の日プレゼント作り
� 午後 1時 30分
24日（水）ひよこタイム� 午前 10時 30分
　　　　　　　（ごっこあそび）
27日（土）みんなであそぼう� 午後 1時 30分

申

参

申

参

＜ 10 月の予定＞
◎ 6 日：さんぽ
◎ 20 日：ふれあいルーム

身体測定
◎ �27 日：運動会
（定員 50組、申込必要）

� ひよこタイム　（中：毎週木曜日、伏見：隔週水曜日）
　対象：未就園児（0歳～ 3歳）
　時間：午前 10時 30分～正午
� 土曜行事

　対象：小学生
　時間：午後 1時 30分～（午前中の場合あり）

申

参

申

参

申

参

申

参

＜ 9 月の予定＞
◎   1 日：お絵かきあそび
◎   8 日：保健師の話
               身体測定
◎ 22 日：コーナーあそび
◎ 29 日：新聞あそび
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■問い合わせ：住民環境課
　ふれあい住民係
　担当：神

かみや

矢（内線 2105)

（
（

＜ 平成 26 年 7 月受付分（敬称略）＞

※ �15 日（月）敬老の日、23 日（火）
秋分の日は開館します。

お誕生
　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

井
い が わ

川晴
は る と

翔（大 庭）健 司
智 美

水
み ず の

野 稜
りょうこ

子（本 郷）雅 康
敦 子

白
し ら き

木結
ゆ い と

采（本 郷）芳 充
朱 香

石
い し き

木健
け ん と

斗（城 町）雅 文
裕 香

西
にしむら

村莉
り ほ

歩（若宮町 2）賀 彦
かほり

   婚姻者名　　　   住　　所

杉本豊陽（城 町）
田 中 美 紅（可 児 市）

濱田幸浩（愛 知 県）
井林結衣（南山台西）

丹羽祥慈（中 本 町）
奥村紀代子（多治見市）

佐藤優貴（瑞 浪 市）
小野みくる（三 重 県）

鵜飼元也（南 山）
桂川　望（下 呂 市）

山森一輝（新 町）
渡辺有香（静 岡 県）

鷲 﨑 嘉 靖（岐 阜 市）
伏屋里奈（高 倉）

ご結婚
　　おめでとう

　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

三善二郎  87 歳（西 田）三善民子
今井久子  85 歳（愛 宕 町）今井信仁
太田花子  91 歳（新 町）太田壽美男
田中帆浪  78 歳（元 町）
杉 山 武 司  99 歳（西 田）杉 山  勲
篭橋　正  91 歳（春 日 町）篭橋正則
田端幸男  84 歳（山 田）田端　太
坂中繁夫  83 歳（南山台西）浦島俊孝
長谷川冨士子  72 歳（西 之 門）長谷川重行
桑下つき子  90 歳（十日市場）桑下敦子
鈴木節子  72 歳（北 屋 敷）鈴木利典
三宅紗枝子  73 歳（西 田）三宅直紀
石井忠男  76 歳（中 町）石井一利
佐藤春子  78 歳（向 陽 台）林　秀樹
中村千草  45 歳（春 日 町）髙 木  洋
加納德一  90 歳（旭 町）加納弘之
田中冨美子  74 歳（南 町）田中    保
伊左治三四郎  85 歳（ 里 ）伊左治幸三

お悔やみ
　申し上げます

（
（
（

　「おめでた・おくやみ」欄
には、御嵩町に戸籍の届出を
された人のなかで、掲載を希
望された人のお名前を紹介し
ています。

9 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

1 日（月）、8 日（月）、16 日（火）、
22 日（月）、26 日（金）、29 日（月）

●日時：9 月 20日（土）
　午後 2時〜午後 2時 50分
●場所：1 階 研修室

◆ おとなのシネマシアター
　「殯

もがり

の森」
●日時：9 月 21日（日）
　午後 2時〜午後 3時 40分
●場所：1 階 研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　絵本や紙芝居の読み聞かせです。
●�日時：9 月 6日（土）・13日（土）・
27日（土）
　午後 2時〜午後 2時 30分
●場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば（0 歳～ 3 歳児向け）
　乳幼児向けの絵本や紙芝居の読み
聞かせです。
●�日時：9 月 9日（火）・23日（火）

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「パソコン画展」
ほほえみ会のみなさんが制作した
パソコン画を展示します。
期間中には実演や体験のできる日
も予定しています（日程未定）。
●�期間：9 月 25日（木）まで
●�場所：1 階 エントランスホール

◆ キッズシアター
　「トムとジェリー　6」

　午前 10時 30分〜午前 11時
●場所：おはなしのへや
◆ 郷土館展示
　「御嵩町内学校美術部作品展」
●�期間：9 月 17日（水） 
                ～ 28 日（日）
●場所：2 階 特別展示室

◆ 竹屋資料館ミニ展示

　「竹炭作品展」
●�期間：9 月 7日（日）～ 19日（金）
●場所：商家竹屋　主屋
●�協力：みたけの森炭焼き研究会

★ ★　9 月の予定　★ ★
中 山 道

み た け 館
開
館
時
間

火〜金 ：午前 10 時〜午後 6時

：午前 9時〜午後 5時
土 ・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス ：

   http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館� ☎ （0574） 67-7500

竹屋資料館� ☎ （0574） 67-5704

（
（
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や
心
情
の
解

か
い
し
ゃ
く釈の
部
分
は
客
観
的
と
は
い

い
が
た
い
部
分
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
僅

か
10
年
ほ
ど
の
間
に
起
き
た
こ
と
で
す
ら

正
確
性
に
疑
問
符
が
付
く
の
は
、
歴
史
は

語
り
部
に
よ
っ
て
肉
付
け
が
変
化
し
て
い

く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
先
の
大
戦
の
歴
史
は
真
実
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

私
た
ち
は
、
今
後
伝
え
て
い
け
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

私
の
父
も
出

し
ゅ
っ
せ
い征し

た
一
人
で
、
青
春
時

代
の
す
べ
て
の
時
間
を
戦
争
に
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ

送
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
父
が
、
自
身
の

戦
争
体
験
を
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
広
島

県
呉く

れ

で
の
海
軍
の
訓
練
の
話
。
終
戦
後
、

イ
ン
ド
洋
の
小
島
で
の
英
軍
の
捕ほ

り
ょ虜

と
し

て
の
生
活
の
話
。
そ
し
て
帰
国
後
の
食
糧

難
の
話
。
こ
の
3
つ
だ
け
で
し
た
。
子
ど

も
の
印
象
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
激げ

き
せ
ん戦

の
経
験
は
な
か
っ
た
よ
う
な
語
り
で
し
た

が
、
そ
れ
は
、
父
自
身
が
思
い
出
し
言
葉

に
で
き
る
こ
と
を
選
択
し
た
だ
け
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
、
日
本
は
特
に
中
韓
か
ら
歴
史
認
識

に
つ
い
て
厳
し
い
言
葉
で
批
判
を
受
け
て

い
ま
す
。
言
わ
ば
被
害
者
と
加
害
者
と
の

関
係
で
の
議
論
で
す
。

　

私
は
日
本
人
が
加
害
者
の
立
場
で
歴

史
を
語
り
継
げ
な
か
っ
た
の
は
、
敗
戦
に

至
っ
た
と
き
、
日
本
国
民
に
は
違
っ
た
意

味
で
の
被
害
者
意
識
し
か
持
て
な
か
っ
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
戦

時
中
に
は
女
性
で
あ
れ
子
ど
も
で
あ
れ
、

老
人
で
あ
れ
、
何
一
つ
と
し
て
満
た
さ
れ

る
も
の
の
な
い
生
活
を
強
い
ら
れ
、
空

く
う
し
ゅ
う襲

8
月
の
意
味

　

筆
の
進
ま
な
い
8
月
を
迎
え
て
い
ま

す
。
8
月
は
華
々
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
、
長

期
の
休
暇
、
高
校
野
球
も
あ
り
、
暑
く
と

も
楽
し
み
の
多
い
月
で
す
。

　

し
か
し
、
月
の
前
半
は
や
は
り
日
本
と

い
う
国
の
過
去
と
向
き
合
い
、
自
分
自
身

の
考
え
方
、
そ
し
て
、
国
や
個
人
の
未
来

を
集
中
的
に
考
え
る
べ
き
大
切
な
時
間
で

す
。

　

来
年
は
戦
後
70
年
を
迎
え
る
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
は
特
に
密
度

濃
く
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
誰
し
も
が
歴
史
と
の
向
き
合

い
方
に
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
過
激
に
な
れ
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

む
し
ろ
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
だ
か
ら

こ
そ
、
冷
静
に
客
観
的
に
、
ま
た
、
論
理

的
に
考
え
る
べ
き
と
の
意
味
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

歴
史

　

私
た
ち
は
、
あ
の
〝
フ
ク
シ
マ
〟
の
ど

れ
だ
け
の
真
実
を
歴
史
に
残
せ
る
の
で

し
ょ
う
。
す
で
に
3
年
半
を
経
過
し
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
ら
か
に
な
っ

た
真
実
は
ほ
ん
の
僅わ

ず

か
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
御
嵩
町
で
も
、
民
主
主
義
の
学
校
と

い
わ
れ
た
住
民
投
票
に
ま
つ
わ
る
一
連
の

出
来
事
は
、
御
嵩
町
史
・
通
史
編
・
現
代

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
経
過
の
記

載
な
ど
は
正
確
で
す
が
、
関
係
者
の
動
機

町 長 月 記

を
受
け
、
逃
げ
惑ま

ど

っ
た
結
果
の
敗
戦
な

の
で
す
か
ら
、
今
日
一
日
を
生
き
延
び
る

こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て

も
決
し
て
責
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
戦
の
日
に
あ
わ
せ
て
7
月
下
旬
か

ら
8
月
の
上
旬
に
か
け
て
、
マ
ス
コ
ミ
が

作
成
す
る
テ
レ
ビ
番
組
や
特
集
記
事
は
、

日
本
国
民
も
ま
た
被
害
者
で
あ
っ
た
と

心
を
痛
め
る
内
容
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
戦
争
そ
の
も
の
の
悲
惨
さ
の
象

し
ょ
う
ち
ょ
う

徴
が

〝
ヒ
ロ
シ
マ
”で
あ
り〝
ナ
ガ
サ
キ
”で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
争
と
は

単
純
に
被
害
者
と
加
害
者
の
二
つ
に
分

け
て
は
考
え
ら
れ
な
い
愚ぐ

こ
う行

だ
と
言
っ

た
ら
傲お

ご

り
と
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
こ
の
国
に
も
、
経
済
的
利
害
に
拘

こ
だ
わ

ら
な
い
人
や
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
く

意
識
し
な
い
人
は
存
在
す
る
の
で
し
ょ

う
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
協き

ょ
う
ど
う働

で

69
年
前
の
大
戦
の
検
証
を
し
て
い
た
だ

き
、
客き

ゃ
っ
か
ん
せ
い

観
性
の
保
た
れ
た
歴
史
を
、
後

世
に
残
す
こ
と
こ
そ
が
、
平
和
へ
の
道
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

謝
罪

　

謝
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
某
新
聞
の
訂

正
記
事
で
し
た
。
2
日
間
に
わ
た
る
記

事
を
読
み
込
み
私
が
思
っ
た
の
は
、
現
場

の
記
者
た
ち
が
こ
の
記
事
を
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
読
ん
だ
の
か
。
記
者
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
取
材
の
あ
り
よ
う
が
変

化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
の
疑
問
や

58

懸け
ね
ん念
で
し
た
。

　

こ
の
稿
前
半
に
も
記
し
た
住
民
投
票
に

ま
つ
わ
る
一
連
の
出
来
事
は
、
御
嵩
町
民

と
現
場
の
若
き
記
者
た
ち
と
の
距
離
を
ほ

と
ん
ど
消
し
去
り
、
近
し
い
も
の
へ
と
変

え
ま
し
た
。
彼
ら
は
と
て
も
優
秀
で
、
活

力
に
も
満み

ち
溢あ

ふ

れ
て
お
り
、
真し

ん
し摯

な
取
材

態
度
と
そ
の
裏
取
り
に
奔ほ

ん
そ
う走

し
て
い
ま
し

た
。
記
事
を
送
っ
た
記
者
と
、
受
け
た
、

い
わ
ゆ
る
デ
ス
ク
と
の
、
議
論
の
域
を
超

え
た
激
し
い
や
り
と
り
を
何
度
も
耳
に
し

た
私
と
し
て
は
、
つ
い
、
最
前
線
に
い
る

記
者
た
ち
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
掘
り
下
げ
て
調
べ

た
わ
け
で
も
、
勉
強
し
た
訳
で
も
あ
り

ま
せ
ん
の
で
触
れ
る
立
場
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
組
織
を
動
か
す
立
場
、
不

特
定
多
数
の
人
た
ち
の
目
に
ふ
れ
る
仕
事

を
し
て
い
る
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

誤
り
が
あ
っ
た
時
、
誰
に
で
も
、
ど
の

組
織
に
も
保
身
の
気
持
ち
は
は
た
ら
く
で

し
ょ
う
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
無
い
事
案
へ

の
対
応
は
難
し
い
の
で
す
。

　

特
に
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
想
定
外

の
事
案
に
は
多
面
的
な
配
慮
や
思
考
が
必

須
と
な
り
ま
す
。
謝
罪
す
る
の
が
難
し
い

の
は
、
政
治
家
や
行
政
担
当
者
、
企
業
経

営
者
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
最
前
線

の
記
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
経
営
は
出
世
し

た
人
た
ち
に
任
せ
、
今
ま
で
通
り
走
り
ま

わ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

8
月
14
日
執
筆



【 みたけエコシンボルキャラクターが決まりました！！ 】

　

町の人口と世帯（2014.8.1 現在）
POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　18,888 人（－ 8）
　　　 男　 9,364 人（＋ 2）
　　　 女　 9,524 人（－ 10）
　　 世帯 7,037 世帯（＋ 10）
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表　

紙　

か　

ら

　

8
月
2
日
（
土
）、
名
鉄
御
嵩
駅

周
辺
で
お
こ
な
わ
れ
た
『
第
19
回 

よ
っ
て
り
ゃ
あ 

み
た
け
』
の
様
子

で
す
。
当
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
１

万
3
、
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
『
ミ
ナ

モ
』
と
、
御
嵩
町
の
『
ミ
ー
モ
く
ん
』

が
、
電
車
で
ま
つ
り
に
参
加
！
来
場

者
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
握あ

く
し
ゅ手

を

し
た
り
、
保
育
園
児
と
ミ
ナ
モ
体
操

を
踊
っ
た
り
し
て
、
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
最

後
に
は
、
ミ
ナ
モ
と
ミ
ー
モ
く
ん
に

よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
津
軽
三
味

線
の
生
演
奏
に
の
せ
て
、
恒
例
の
約

３
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
あ
が

り
、
大
満
足
の
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

※�

上
記
の
「
ほ
っ
と
シ
ョ
ッ
ト
！
」

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月の健康料理 「ひじきと切り干し大根のカレー三杯酢」

■�問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係
　　　　　　（内線 2105)

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。

【作り方】
①ひじきは水につけて戻し、ゆでてザルに上げて
　冷ます。
②切り干し大根は洗って水につけて戻し、ゆでる。
　ザルに上げて冷まし、食べやすい長さに切る。
③�きゅうりは細切りにし、塩少々をふって 10分
ほどおき、水気をきる。
④カニかまぼこは半分に切り、手でさく。
⑤Ａの調味料を混ぜ合わせる。
⑥ひじき、切り干し大根の水気をよくきり、きゅ
　うり、かにかまぼこも加えて混ぜ合わせ、食べ
　る直前にＡで和える。

【材 料】 （4本分）

ひじき� 8g
切り干し大根� 20g
きゅうり� 1 本
カニかまぼこ� 2 本
�
　酢� 大さじ 1
　砂糖� 小さじ 2
　しょうゆ� 小さじ 2
　水� 大さじ 1/2
　カレー粉� 小さじ 1/4

【1 本分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 カルシウム 食物繊維 塩分
34kcal 1.5g 69mg 2.2g 0.6g

★ワンポイントメモ★　暑い時期にさっぱりとした三杯酢で食べるおかずです。ひじきや切り干し大根を使うので、カルシウムがいっぱいです。カレー風味で子どもにも食べやすく、オススメです。

　〔A ■レシピ提供：保健センター　担当：佐
さごう

合（管理栄養士）（内線 2193）　

ミナモとミーモくんが明智駅か
ら電車でお祭りに参加したよ

夜空を彩
いろど

った“夢花火”
櫓を中心に幾重にも輪が出
来ていた盆踊り

【 今年も大盛況！
よってりゃあ

みたけ！！ 】
　楽しかった夏まつりを
写真で紹介します。
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